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　新年あけましておめでとうございます。
　町民の皆様におかれましては、それぞれの
感慨や抱負を胸に新たな年を迎えられたこと
と存じます。また、旧年中は、松島町の町政
全般にわたり、温かい御支援と御協力を賜り、
厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年は高城川に架かる「松島大橋」と
「松島橋」の新橋開通など、復興事業を確実に
推進し、町民の皆様が安心して暮らせる生活
の基盤整備を進めました。
　一方で、新型コロナウイルス感染症の世界
的流行により私たちの日常生活が一変し、皆
様におかれましても、外出の自粛やマスク着
用等の「新しい生活様式」を実行いただきま
したこと、心から感謝いたします。
　本年は、東北デスティネーションキャンペ
ーンや、昨年から延期となった東京オリンピッ
ク・パラリンピックの開催が予定されている
ことから、この機会を活かし、町の復興した
姿や松島湾の魅力を広く発信してまいります。
　結びに、本年が皆様にとりまして幸多き一
年となりますよう心からお祈り申し上げまし
て、新年のご挨拶とさせていただきます。

新 年 の ご あ い さ つ
2 0 2 1 年

松島町議会議長
阿部　幸夫

松島町長
櫻井　公一

　新年あけましておめでとうございます。
　皆様には、希望に満ちた新春をお迎えのこ
とと、謹んでお喜び申し上げます。また、日
頃より温かい御支援と御協力を賜り議会活動
に精励することができましたこと、厚く御礼
申し上げます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染の懸念か
ら経済危機に直面し、町では、生活不安の解
消と観光・商工業等に対する支援を展開して
不安のない生活と地域経済の活性化に向けた
対策を最優先に取り組んでおります。
　常に変化する社会情勢のなか、町が抱える
課題に向け、言論の府である議会の果たす役
割はますます大きくなっていくものと感じま
す。地域の声を聴き、皆様の英知とたゆみな
い努力をお借りして笑顔あふれる明るく元気
な町づくりに努めてまいる所存でございます
ので、町議会へ御意見をお寄せいただければ
幸いです。
　新しい年が穏やかな年となることを、心か
らお祈り申し上げます。
　どうぞ本年もよろしくお願い申し上げます。
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昨年の出来事を写真で振り返りました。

謹
賀
新
年
。

喜
び
に
満
ち
溢
れ
た
素
晴
ら
し
い

１
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

本
年
も
松
島
町
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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①ー珍しいメニューにテンションが上がっています！　②ー夢中で給食を食べています。　　
③ー黒毛和牛を使った給食、美味しそう♪　　④ー絵本の読み聞かせ、みんな楽しそうに聞いていました♫　　
⑤ーさくら組のみんなが代表して絵本を受け取りました　　

ま
ち
の
話
題
ま
ち
の
話
題
で
掲
載
し
き
れ
な
い
イ
ベ
ン
ト
や

写
真
は
町
の
F
a
c
e
b
o
o
k
や
I
n
s
t
a
g
r
a
m
で
配
信
中
。

松島町
Facebook
公式アカウント

松島町
Instagram
公式アカウント

和
牛
の
生
産
者
を
応
援
！

宮
城
県
産
黒
毛
和
牛
を

学
校
給
食
に
使
用
し
ま
し
た

子
ど
も
達
も
大
喜
び
♪

保
育
所
に
絵
本
の
贈
呈

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
消
費
が
落
ち
込

ん
で
い
る
和
牛
の
生
産
者
を
応
援
す
る
た
め
、
松
島
町
で
は

11
月
16
日
の
学
校
給
食
で
宮
城
県
産
黒
毛
和
牛
を
使
っ
た
す

き
や
き
風
煮
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
児
か
ら
は
「
お
い
し
い
ね
〜
」「
や
わ
ら
か
い
ね
〜
」

と
か
わ
い
い
感
想
を
、
小
学
生
か
ら
は
「
黒
毛
和
牛
の
お
い

し
さ
が
噛
め
ば
噛
む
ほ
ど
増
し
た
」
と
レ
ポ
ー
タ
ー
の
よ
う

な
感
想
を
、
中
学
生
か
ら
は
黒
毛
和
牛
の
お
い
し
さ
を
感
じ

る
と
と
も
に
「
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
で
い
る
和
牛
の
消
費

に
貢
献
で
き
た
」
と
生
産
者
を
思
い
や
る
感
想
を
そ
れ
ぞ
れ

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
月
に
も
県
産
黒
毛
和
牛
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す

る
予
定
で
す
。

　

株
式
会
社
鈴
憲
商
店
代
表
取
締
役
増
田
和
人
様
か
ら
、
町

内
保
育
所
に
対
し
て
絵
本
10
冊
が
寄
贈
さ
れ
、
12
月
10
日
に

高
城
保
育
所
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
み
ら
い
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
絵
本

寄
贈
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
東
北
の
ガ
ス
販
売
店
が
実
施

し
て
お
り
、
省
エ
ネ
商
品
の
売
上
金
の
一
部
を
絵
本
に
変
え

て
県
内
の
保
育
所
・
幼
稚
園
に
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
エ
ネ
さ
ん
」
と
の
記
念
撮
影

も
あ
り
、
子
ど
も
達
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

⑤ ④

③

②

①

4 広報まつしま

T
R
A
I
N 
S
U
I
T
E
四
季
島
を

お
も
て
な
し
し
ま
し
た

　

J
R
東
日
本
の
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
「
T
R
A
I
N 

S
U

I
T
E
四
季
島
」
が
、
今
年
の
冬
も
松
島
駅
に
や
っ
て
き
ま

し
た
。

　

12
月
３
日
、
今
年
最
初
の
お
も
て
な
し
に
は
、
松
島
観
光

協
会
長
や
商
工
会
青
年
部
の
皆
さ
ん
、
町
民
の
方
々
、
塩
竈

市
の
皆
さ
ん
な
ど
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
松
島
駅
の
駅

前
広
場
に
は
、
仙
台
市
在
住
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
山
本
重

也
さ
ん
の
作
品
や
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
生
け
花

が
飾
ら
れ
、
お
客
様
を
温
か
く
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
四
季
島
は
、
来
年
の
３
月
ま
で
合
計

12
回
松
島
駅
に
入
構
し
ま
す
。

ト
ラ
ン　
　
　

 

ス
イ
ー
ト

駅
長
オ
ス
ス
メ
の
小
さ
な
旅
を
開
催
し
ま
し
た

　

11
月
10
日
、
松
島
海
岸
地
区
で
、
駅
長
オ
ス
ス
メ
の
小
さ

な
旅
『
晩
秋
の
松
島
で
「
日
本
遺
産
〝
伊
達
〞
な
文
化
」
に

触
れ
る
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
「
小
さ
な
旅
」
は
J
R
東
日

本
と
の
共
同
企
画
で
、
地
域
の
隠
れ
た
魅
力
を
広
く
発
信
す

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
松
島
海
岸
駅

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
教
育
課
生
涯
学
習
班
の
学
芸
員
が
日

本
遺
産
「
政
宗
が
育
ん
だ
〝
伊
達
〞
な
文
化
」
の
構
成
文
化

財
を
ご
案
内
し
ま
し
た
。　

　

参
加
者
は
紅
葉
に
彩
ら
れ
た
松
島
町
を
楽
し
み
な
が
ら
、

学
芸
員
の
解
説
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

ク
イ
ー
ン
ズ
駅
伝 

i
n 

宮
城

　

11
月
22
日
、
第
40
回
全
日
本
実
業
団
対
抗
女
子
駅
伝
競
走

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ト
レ
・
る 

H
a
l
l
前
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
出
場
22
チ
ー
ム
の
各
６
人
の
選
手
た
ち
が
た

す
き
を
繋
ぎ
な
が
ら
ゴ
ー
ル
の
弘
進
ゴ
ム
ア
ス
リ
ー
ト
パ
ー

ク（
仙
台
市
陸
上
競
技
場
）
ま
で
の
４
２.
１
９
５
ｋ
ｍ
間
の

タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま
し
た
。 

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
本
大
会
は
今
年
で
10
回
目
の
節
目
の
大
会
と
な
り
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
選
手
た
ち
は
元
気
を
与
え
て
く
れ
る
走

り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。　
　
　
　

①ーJR東北本線松島駅に入構する「四季島」　　②ーベルを鳴らして四季島をお見送りをしました
③ーアトレ・るHall前からのスタートも今年で10回目となりました　　④ー国宝瑞巌寺の改修工事などの解説も行いました　
⑤ーパンフレットには載っていないような地域の歴史も紹介しました

⑤④

③

②

①
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令和２年１月生まれ 町内在住で、各月１歳のお誕生日を迎える赤ちゃんを紹介します。

おめでと う

町の人口
町の人口　　（）は前月比
１２月１日現在　住民基本台帳

男　性
女　性
人口計
世帯数

６，６４４ 人  
７，０５３ 人  
１３，６９７ 人  
５，６７４世帯

（－１０ 人  ）
（－１１ 人  ）
（－２１ 人  ）
（±  ０世帯）

す
く く
す 1歳

ひ
か
る

た
か
は
し

髙
橋　

光
瑠
ち
ゃ
ん

令
和
２
年
１
月
８
日
生
ま
れ　

次
女（
幡
谷
）

お
喋
り
大
好
き
♥

笑
顔
が
か
わ
い
い
末
っ
子
で
す

み
ず
ま　
　
　
　
　
　

ひ
ろ
と

水
間　

大
翔
く
ん

令
和
２
年
１
月
29
日
生
ま
れ　

長
男（
本
郷
）

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！

甘
え
っ
子
で
ヤ
ン
チ
ャ
な
男
の
子
♥

さ
と
う　
　
　
　
　
　

ゆ
の

佐
藤　

悠
乃
ち
ゃ
ん

令
和
２
年
１
月
９
日
生
ま
れ　

長
女（
本
郷
）

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
♥

　

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
小
学
校
低

学
年
対
象
の
創
作
教
室
「
こ
こ
ろ
・
は
ぐ

く
み
隊
パ
ー
ト
19
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
家
庭
教
育
支
援
を
目
的
と

し
て
開
始
さ
れ
、
今
年
で
19
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　

教
室
は
全
４
回
で
、
第
１
回
で
は
磁
石

で
く
っ
つ
く
人
形
「
じ
し
ゃ
く
く
ん
」
、

第
２
回
で
は
ビ
ニ
ー
ル
素
材
を
使
っ
た
自

分
だ
け
の
エ
コ
バ
ッ
グ
、
第
４
回
で
は
紙

袋
を
使
っ
た
仮
面
と
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
使
っ

た
衣
裳
を
作
り
ま
し
た
。
写
真
の
活
動
は

第
３
回
の
様
子
で
、
全
員
で
「
61
階
建
て

の
家
」
を
描
き
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
材

料
や
ア
イ
デ
ア
の
や
り
と
り
を
通
し
て
活

発
に
交
流
し
、
自
分
の
考
え
を
形
や
言
葉

で
伝
え
る
力
や
協
力
す
る
心
を
育
て
ま
し
た
。

こ
こ
ろ
・
は
ぐ
く
み
隊
パ
ー
ト
19
を

開
催
し
ま
し
た
！

寄附・寄贈
町内保育所・幼稚園へ寄贈　
仙台農業協同組合松島支店支店長　　荻野　浩樹　様
　　　除菌ハンドジェル２ケース（４８個）、カラーペンシル１２Ｐ（３５０個）

松島町社会福祉協議会へ寄附
匿　　名　　　　３００,０００円

▲ ながーい紙にみんなで家を描きます！
　 何階建てになったかな？

▲ 真剣に話を聞き、たくさん学びました。

「
松
島
ま
る
ご
と
学
」

　

〜
『
品
井
沼
干
拓
学
習
』
〜

　

11
月
、
町
内
の
小
学
校
４
年
生
が
、
品

井
沼
干
拓
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
子

ど
も
達
は
、
講
師
の
稲
垣
雅
雄
さ
ん
（
幡

谷
）
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
関
連
史
跡
を

見
学
し
、
先
人
の
偉
業
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　

元
禄
潜
穴
の
ず
り
出
し
穴
の
見
学
で
は
、

機
械
を
使
わ
ず
手
作
業
で
掘
っ
た
大
き
な

穴
に
驚
き
、「
何
人
で
掘
っ
た
ん
で
す
か
。」

「
何
年
か
か
っ
た
ん
で
す
か
。
」
と
、
興
味

津
々
で
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　

史
跡
の
他
、
品
井
沼
干
拓
資
料
館
や
鎌

田
記
念
ホ
ー
ル
で
も
、
見
た
り
聞
い
た
り

し
た
こ
と
を
熱
心
に
メ
モ
し
な
が
ら
、
地

域
の
歴
史
に
つ
い
て
深
く
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

「すくすく１歳おめでとう」の掲載案内は誕生月の前々月末～前月上旬頃にお送りしています。
ぜひご応募ください。　　　　　　　● 問合先　　企画調整課　☎３５４-５７０２
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「
税
金
は

　

み
ら
い
の
君
へ
の

　
　
　
　
　

お
く
り
も
の
」

　

大
山　

瑛
太　

さ
ん(

第
一
小
学
校)

「
税
金
は
、

　

く
ら
し
や
命
を

　
　
　
　
　

支
え
て
る
。
」

　

古
川　

双
葉　

さ
ん(

第
二
小
学
校)

法
務
大
臣
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

宮
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
表
彰

宮
城
県
社
会
福
祉
功
労
者
知
事
表
彰

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

松
島
町
体
育
協
会
令
和
２
年
度
総
会
に

お
け
る
功
労
者
表
彰

最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳
作

　

●
濵
田　

敏
幸　

さ
ん
（
高
城
）

　

●
林　
　

政
勝　

さ
ん
（
磯
崎
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
罪
を
犯
し
た
人
々
の
更
生
と

犯
罪
の
予
防
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
法
務

大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、

ま
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
支
援
者
と
し
て
宮

城
県
の
社
会
福
祉
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
の

伝
達
は
松
島
町
長
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
島
さ
ん
は
永
年
に
わ
た
り
、
社
会
福
祉
法
人
・

福
祉
施
設
の
役
員
と
し
て
地
域
の
社
会
福
祉
活
動
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
、
全
国
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
支
援
者

　

●
大
宮
司　

光
生
さ
ん　

（
松
島
）

　

●
小
島　

等　

さ
ん　

（
根
廻
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

●
安
住　

栄
子
さ
ん　
　

（
竹
谷
）　

　

●
大
宮
司　

貴
美
子
さ
ん
（
松
島
）　

　

●
竹
谷　
　

久
さ
ん　
　

（
高
城
）　

　

●
新
田　

晴
子
さ
ん　
　

（
松
島
）

　

体
育
協
会
の
役
員
等
と
し
て
貢
献
さ
れ
た
左
記
３

名
の
方
に
対
し
、
体
育
協
会
か
ら
功
労
者
表
彰
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

●
片
山　

一
郎
さ
ん

　
　
　

永
年
に
わ
た
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

　
　

の
会
長
と
し
て
協
会
の
発
展
に
尽
力
し
後
進
を

　
　

育
成
さ
れ
、
ま
た
、
松
島
町
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化

　
　

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

●
小
松　

良
一
さ
ん

　
　
　

永
年
に
わ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
副
本

　
　

部
長
と
し
て
団
の
発
展
に
尽
力
し
子
ど
も
達
を

　
　

育
成
さ
れ
、
ま
た
、
松
島
町
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化

　
　

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

●
高
橋　

仁
さ
ん

　
　
　

永
年
に
わ
た
り
、
卓
球
協
会
の
会
長
と
し
て

　
　

協
会
の
発
展
に
尽
力
し
後
進
を
育
成
さ
れ
、
ま

　
　

た
、
松
島
町
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
発
展
に
寄
与

　
　

さ
れ
ま
し
た
。

　
　

例
年
行
わ
れ
て
い
る
総
会
で
の
表
彰
式
は
、
新

　

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
総
会
が
書
面

　

決
議
と
な
っ
た
た
め
、
取
り
や
め
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

表
彰
状
と
記
念
品
（
メ
ダ
ル
）
の
授
与
は
、
各

　

受
賞
者
の
自
宅
に
伺
い
直
接
手
渡
す
こ
と
と
な
り
、

　

９
月
中
に
授
与
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
達
に
小
さ
い
頃
か
ら

税
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
塩
釜
管
内
の
小
学
６
年
生
を
対
象
に

開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
26
回
目
と
な
り
ま

す
。

　

応
募
総
数
１
、２
１
４
点
の
作
品
か
ら
、
町
内

で
は
左
記
の
皆
さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。

(

第
一
小
学
校)

　

・
髙
橋　

航
太　

さ
ん

　

・
角
田　

佑
誓　

さ
ん

　

・
中
島　

穂
香　

さ
ん

　

・
佐
藤　

亜
美　

さ
ん

(

第
二
小
学
校)

　

・
赤
間　

生
彩　

さ
ん

　

・
鈴
木　
　

蓮　

さ
ん

　

・
髙
橋　

未
来　

さ
ん

　

・
宮
澤　

和
輝　

さ
ん

(

第
五
小
学
校)

　

・
佐
　々

侑
翼　

さ
ん

　

・
高
橋　

惺
那　

さ
ん

小
学
生
が
税
に
つ
い
て
考
え
た
！

第
26
回「
税
に
関
す
る
標
語
の
募
集
」

永
年
に
わ
た
る
功
績
　
各
種
表
彰

▲受賞した濵田敏幸さん（右）、林政勝さん（左）

▲受賞した大宮司光生さん（右）、新田晴子さん（中央右）、
　大宮司貴美子さん（中央左）、安住栄子さん（左）
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年末年始の業務のご案内
  施設の閉庁・休館情報

■表１　施設の閉庁・休館情報

業務・施設 /連絡先 １２/２８㊊ ２９㊋ ３０㊌ ３１㊍ １/１㊎ ２㊏ ３㊐ ４㊊ ５㊋

休

定休

定休

休

定休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

定休

定休

休

定休

休

休

届け出などの受付業務※
町民福祉課町民サービス班
☎３５４‐５７０５

公金収納窓口業務
（支払・収納）
会計課

☎３５４‐５７０４

水道事業所
水道事業所

☎３５４‐５７１０

保健福祉センター（窓口）
健康長寿課

☎３５５‐０６６６

ふれあいの湯
（保健福祉センター内）

健康長寿課
☎３５５‐０６６６

アトレ・るHall
（文化観光交流館）
中央公民館

☎３５３‐３０３０
株式会社BBI（指定管理者）
☎３５５‐０１５５

勤労青少年ホーム
☎３５４‐４０３６

松島運動公園
☎７８１‐６３２０

松島町温水プール美遊
☎３５３‐８５２５

Ｂ＆Ｇ海洋センター
☎３５３‐３６８８

塩竈斎場
☎３６４‐８９１６

石田沢防災センター
☎２５３‐７１１０

児童館
☎３５４‐６８８８

町の施設は１２月２９日から１月３日までお休みします（一部施設を除く）。
詳細は下表をご確認ください。
なお、年末年始期間中の町へのお問い合わせは ☎３５４‐５７０１までお願いします。

※年末年始に関わらず、出生届、婚姻届、死亡届等の戸籍の提出は役場庁舎１階西側の守衛室で受け付けします。
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年末年始の業務のご案内

  「家庭ごみ」と「資源ごみ」の収集

　年末年始の「家庭ごみ」と「資源物」の収集ならびに１月の移動祝日（成人の日）の可燃ごみの収集は表２のと
おり実施します。年末最後の収集後は、ごみや資源物を絶対に出さないでください。また、収集日以外のごみ搬出
は絶対にしないでください。
　ご自身でごみ処理場に一般廃棄物を直接搬入される方は、町で発行する「搬入許可書」及び「一般廃棄物処分券」
が必要です。年末は１２月２９日から役場が閉庁となるため、ごみの搬入をする場合は１２月２８日に「搬入許可
申請」手続きをお願いします。

  水道管が凍結したら・・・

　水道管の凍結などが発生したときには、表
３の事業者にご連絡ください。
【凍結させないためのポイント】
　水抜栓を閉め、蛇口を開けると効果的です。
他にも、露出している水道管にタオルや毛布
などを巻いたり、メーターボックス内に布な
どを入れたりして防寒してください。

●問合先　水道事業所施設班　☎３５４‐５７１０

  町営バスの運行情報

年末年始の町営バスの運行は表４のとおりです。ご利用の際はご注意願います。

※土曜ダイヤ ： 北松島線第６便、北松島（中廻り）線第２便、松島東線第４便が運休となります。
※日曜は運休です

●問合先　総務課環境防災班　☎３５４‐５７８２

■表２　「家庭ごみ・資源物」収集日程
収　集　日 内　　　　　　容

通常どおり

収集休み

通常どおり

「燃えるごみ」の収集 (松島区・磯崎区・手樽区のみ )

～ 12/30 ㊌

12/31 ㊍～ 1/3 ㊐

1/4 ㊊～

1/11 ㊊・祝 (成人の日 )

■表３　指定給水装置工事事業者休日当番表
当番月日 問　合　先

☎354-4484

☎354-2710

☎354-2769

☎354-4376

☎354-3149

☎354-4484

☎354-2710

☎354-2769

事　業　者　名

松島住宅設備 (株 ) 

( 有 ) うちみ水道

(有 ) 水研

( 有 ) 斎藤設備工業所 

( 有 ) 美和工業

松島住宅設備 (株 ) 

( 有 ) うちみ水道

(有 ) 水研

12/29 ㊋

30㊌

31㊍

1/  1 ㊎

2㊏

3㊐

4㊊

5㊋

２８㊊２７㊐１２/２６㊏ ２９㊋ ３０㊌ ３１㊍ １/１㊎ ２㊏ ３㊐ ４㊊ ５㊋

土曜
ダイヤ

土曜
ダイヤ

土曜
ダイヤ

土曜
ダイヤ運休運休 運休 運休 運休 運休 運休

■表４　町営バスの運行情報

●搬入先　宮城東部衛生処理組合
　　　　　利府町加瀬字新船岡５番地
●受付時間（平日のみ受付）
　午前８時３０分～午後４時３０分
　（午後０時から午後１時を除く）
●備　考　12/31～1/3は休みのため
　　　　　搬入できません。
●問合先　総務課環境防災班　
　　　　　☎３５４‐５７８２
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申告の際に持参するもの
① 申告者本人のマイナンバーカード　
　 ＊通知カードの場合は、運転免許証などの「身元確認書類」が別途必要です。
② 印鑑（シャチハタなどのスタンプ印は不可）＊代理人が申告する場合は必要です
③ 本人名義の金融機関の口座番号が分かるもの（所得税の還付が発生する方のみ）
④ 収入を証明するもの（令和２年１月１日～令和２年１２月３１日分）
　 ○ 営業収入、農業収入、不動産収入、その他の事業収入の分かる帳簿や経費などの領収書
　 ＊ 事前に収支内訳書の作成をお願いします。
　 ○ 給与収入、公的年金収入等の源泉徴収票　など
　 〇 持続化給付金などのコロナ対策関連の補填金を受け取った場合は、申請先から発行される決定通知書等の金額が分かる書類
⑤ 下記の控除を証明するもの（令和２年１月１日から令和２年１２月３１日分）

医療費控除

社会保険料控除

生命保険料控除
地震保険料控除
配偶者（特別）控除
扶養控除
障がい者控除
勤労学生控除

寄附金控除

住宅借入金等特別控除

＊確定申告用紙は、役場税務班窓口に２月１日以降に配置する予定です。

○ 確定申告書作成会場について
　令和２年分所得税等（譲渡所得を含む）・消費税等・贈与税の確定申告書作成会場を、次のとおり開設します。
　【会　　場】　マリンゲート塩釜　３階　マリンホール（塩竈市港町１－４－１） 
　【開設期間】　２月８日（月）～３月１５日（月）（土・日・祝日等を除く。）
　【開設時間】　午前９時～午後４時
　※ 会場の駐車台数には限りがありますので、ご来場の際は公共交通機関をご利用ください。
　　 また、ご来場の際は、できる限り少人数でお越し下さい。
　※ 税務署では新型コロナウイルス感染症対策の一環として、公的年金を受給されている方を主な対象として、２月１６日
　　 より前から申告相談をお受けします。
　※ 感染症対策を行い申告相談を受け付けますので、ご来場の際はマスクの着用等をお願いします。 
　※ 申告書作成会場の混雑緩和のため、会場には「入場整理券」を配付しご案内します。会場への入場には「入場整理券」
　　 が必要であり、入場整理券の配付状況に応じて、後日の来場をお願いすることもあります。（「入場整理券」の配付方
　　 法については、後日お知らせします。）

○ 「確定申告のお知らせ」の送付について
　　 令和元年分所得税等確定申告書を松島町相談会場（松島町文化観光交流館）で提出した方には、確定申告書用紙に代
　 えて、申告に必要な情報を印字した「お知らせはがき」又は「お知らせ通知」が送付となります。相談の際に持参をお
　 願いします。

○確定申告書はパソコンやスマホで作成できます。
　　所得税・消費税・贈与税の申告者は国税庁ホームページから作成でき、作成した申告書は印刷して郵送で税務署へ提
　出することができます。
　　また、マイナンバーカードとマイナンバーカード読取対応のスマートフォンまたは IC カードリーダライタをお持ちの
　方、あるいはお持ちでない方でも事前に税務署で手続きしていただければ、e－Ｔax を利用して提出できます。

● 問合先　塩釜税務署　☎ ３６２-２１５１

○ 医療費控除の明細書（本年分から明細書の作成が必須です。）
　 明細書の代わりとして、医療費通知書のみの添付が可能です。　＊領収書もご持参ください
○ 国民健康保険税　○ 後期高齢者医療保険料　○ 任意継続保険料　○ 介護保険料
○ 国民年金保険料（日本年金機構が発行する「控除証明書」）等納付額が確認できるもの
　　＊年金から天引きされた額については、源泉徴収票に記載されています。
○ 生命保険料控除証明書　○ 個人年金保険料控除証明書　○ 介護医療保険料控除証明書
○ 地震保険料控除証明書　○ 旧長期損害保険料控除証明書
○ 配偶者及び扶養親族の所得が分かるもの
○ 配偶者及び扶養親族のマイナンバーが確認できる書類
○ 障がい者手帳などの各種手帳　○ 障害者控除対象者認定書（P１５参照）
○ 学生証　○ 学校などから交付される証明書
○ 領収書（証明書）など
　＊「ふるさと納税ワンストップ特例」の適用に関する申請書を提出された方が申告を行う
　　場合は、改めてふるさと納税の金額を寄附金控除額の計算に含める必要があります。
初年度の場合　○ 工事請負契約書または家屋の売買契約書（写）　○ 家屋の登記事項証明書（登記簿謄（抄）本）
○ 住宅借入金の年末残高等証明書（原本）

塩釜税務署からのお知らせ

新型コロナウイルス等の感染防止の観点から、ぜひ、ご自宅から e－Ｔax をご利用ください。

町県民税・所得税の申告がはじまります！
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＊ご来場の際はマスクの着用等、新型コロナウイルス感染症対策にご協力お願い致します。

■町でも所得税の確定申告を受け付けますが、次の申告は税務署でお願いします。
○青色申告　　　　　　○令和３年１月１日現在松島町に住民登録がない方
○令和元年分以前の収入の申告　　　　　　○消費税の申告
○上場株式等の配当所得に関する申告（総合課税および分離課税）
○不動産の売却（公共事業に伴う不動産の売却を除く）や株、先物取引の譲渡所得の申告

町県民税申告とは

● 問合先　財務課税務班　☎３５４-５７０３

日　時 ２月１６日（火）～３月１５日（月）
受付　平日　午前９時～１１時まで・午後１時～３時まで

アトレ・るHall（文化観光交流館）　２階　講座室場　所

　町内にお住まいの個人の方の前年の所得に対して課税される、「町県民税（住民税）」の算出に必要な所得・控除の状況を申告
する手続きです。
　昨年収入がなかった方でも、申告をされないと所得証明書を取得できないことや、国民健康保険や後期高齢者医療保険、介護
保険等の各保険制度に加入されている場合、保険税（料）の軽減（減額）措置が受けられなくなるので申告が必要となります。

申告が不要な方

申告が必要な方

日　程

① ２カ所以上からの給与収入がある方
② 給与収入は１カ所のみでも、その他に収入がある方
③ 給与所得者で年末調整を受けていない方 （退職された方等）
④ 公的年金等収入が４００万円以下でも、給与などその他に収入がある方
⑤ 営業・農業・不動産などの所得がある方
⑥ 課税対象の収入がなくても、どなたの扶養親族にもなっていない方、町外にお住まいの方の扶養親族になっている方
⑦ 国民健康保険、後期高齢者医療保険、介護保険に加入されている方で「申告が不要な方」に該当しない方
⑧ 給与所得者で、年末調整で受けていない控除を追加する方
⑨ 「申告が不要な方④」に該当しない方で、公的年金収入４００万円以下でその他の収入はないが、源泉徴収票に記載されてい
　 ない控除（医療費控除や社会保険料控除の後期高齢者医療保険料や国民健康保険税、介護保険料等を銀行窓口や口座振替
　 によりご自身で支払った分があるとき）を追加で受ける方

① 所得税の確定申告を行う方及びその扶養親族の方
② 1カ所からの給与収入のみで、勤務先で年末調整を済ませ、松島町に給与支払報告書が提出されている方及びその扶養親族の方
③ 公的年金等収入４００万円以下でその他の収入がなく、源泉徴収票に記載されている控除以外に追加をする控除がない方
④ 収入が公的年金のみで、６５歳未満で年金収入が１００万円以下の方または６５歳以上で年金収入が１５０万円以下の方

申告受付対象地区受付日

２月１６日㊋

２月１７日㊌

２月１８日㊍

２月１９日㊎

２月２２日㊊

２月２４日㊌

２月２５日㊍

２月２６日㊎

３月　１日㊊

３月　２日㊋

漁業者（松島地区）・観光船業者

松島地区（１・２・３・４・５・６）

松島地区（７・８・９・１０・１１・１２・１３）

手樽行政区

磯崎地区（１・２・３）

磯崎地区（４・５・６・７）

磯崎地区（８・９・１０・１１）

下竹谷行政区・北小泉行政区

上竹谷行政区・根廻行政区

申告受付対象地区受付日

３月　３日㊌

３月　４日㊍

３月　５日㊎

３月　７日㊐

３月　８日㊊

３月　９日㊋

３月１０日㊌

３月１１日㊍

３月１２日㊎

３月１５日㊊

幡谷行政区

本郷行政区

全行政区（給与所得者限定）＊午前のみ受付（注１）

初原行政区・桜渡戸行政区

高城地区（西１･２･高１･２･３･新３･４･５）

高城地区（中･割波･割２･光陽台･６･新６）

高城地区（７・８・９・１０）

全行政区対象

（注1）３月７日㊐は午前のみの受付で、給与所得者限定となります。大変混み合いますので、予めご了承ください。

町県民税・所得税の申告がはじまります！
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人事行政の運営等の状況について
　松島町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、本町の職員の任免、給与などの状況のあらましにつ
いてお知らせします。

①職員の任免及び職員数に関する状況（令和元年度）
　　● 退職者数　１０人　● 採用者数　６人

③職員の給与の状況（令和元年度）
　　● 職員の平均給料月額，平均給与月額および平均年齢の状況（平成３１年４月１日現在）

（注）平均給与月額は，給料月額と毎月支払われる扶養手当，住居手当，通勤手当などの諸手当を含んだもの

● 期末手当　２.６月　　　勤勉手当　１.９月
● 退職手当の状況（令和元年度）

④職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（令和元年度）
　　● 職員の勤務時間　１日当たり７時間４５分
 　　　（休憩時間を除き，４週間を超えない期間につき１週間当たり３８時４５分）

● 休暇等
年次有給休暇１人当たり平均取得日数　９.６日

　　● 病気休暇　１１人　● 育児休業および部分休業　１１人

⑤職員の分限及び懲戒処分の状況（令和元年度）
　　●分限処分　心身の故障による休職　２人
　　●懲戒処分　なし　　　●訓告等　　なし

⑥職員の服務の状況（令和元年度）
　　● 職務に専念する義務の免除
　　　 厚生に関する計画の実施に参加する場合
　　　 職員健康診断　１７７人

⑧職員の研修の状況（令和元年度）
　　● 研修所研修（市町村職員研修所・市町村職員中央研修所など）、
　　 　職場研修に延べ２９５人受講

⑦職員の退職管理の状況
　　● 松島町職員の退職管理に関する規則を制定し適正に退職
 　　　管理を実施

⑨職員の福祉及び利益の保護の状況
　　　　　　　　　　　　（令和元年度）
　　● 職員の福祉
　　　 職員健康診断　　

● 職員の利益の保護
　 勤務条件に関する措置の要求　なし
　 不利益処分に関する審査請求　なし

⑩公平委員会の業務の状況に係る宮城県
　人事委員会からの報告（令和元年度）
　　職員の苦情処理について　　１件

町　長　部　局

教育委員会部局

水 道 事 業 所

その他の部局

合　　　計

区　　　分 職　員　数

１３２人

２９人

６人

６人

１７３人

定期健康診断

人 間 ド ッ ク

子宮がん検診

乳 が ん 検 診

前立腺がん検診

脳ドック検診

区　　　分 受 診 者 数

４０人

１３７人

２２人

２５人

１人

１４人

（注）退職手当の 1人当たりの平均支給額は，前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額

勤続２０年

勤続２５年

勤続３５年

最高限度額

１人当たりの平均支給額

２４.５８６８７５月分

３３.２７０７５月分

４７.７０９月分

４７.７０９月分

１９,５２６千円

支　給　率 自 己 都 合 勧奨・定年

１９.６６９５月分

２８.０３９５月分

３９.７５７５月分

　４７.７０９月分

９２千円

午前８時３０分 午後５時１５分

始　　　業 休 憩 時 間 終　　　業

正午～午後１時

平均給料月額

２９８,２００円

一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均年齢

５４.１歳

平均給与月額

３０９,８００円

平均給料月額

２９５,７８７円

平均年齢

４２.０歳

平均給与月額

３３９,３６０円

②職員の人事評価の状況
　　● 能力評価及び業績評価の試行等を実施

● 職員数（平成３１年４月１日現在）
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松島町の職員給与等のあらまし
　本町職員の給与等について、町民の皆様により一層のご理解をいただくため、そのあらましをお知らせいたします。

（注）人件費とは，特別職，一般職に支給される報酬，給料，諸手当，共済負担金等を含みます。

①人件費の状況（普通会計決算）
⑦特別職の報酬等の状況
　　　　　  （令和２年４月１日現在）

②職員給与費の状況（普通会計予算）

③職員の平均給料月額，平均給与月額及び平均年齢の状況
　　　　　　　　　　　　　　　 （令和２年４月 1日現在）

人 件 費
Ｂ

人件費率
Ｂ/Ａ

実質収支区分 住民基本台帳人口
(年度末 )

歳 出 額
Ａ

（参考）３０年度
の人件費率

％
12.0

％
11.7

千円
1,149,435

千円
322,224

千円
9,859,395

2.3.31 現在
13,820 人

元年度 期　末　手　当区　　分 給料月額等

 　        　  1.7 月分

1.7 月分

3.4 月分

843,000 円

645,000 円

544,000 円

321,000 円

275,000 円

254,000 円

町　長

副町長

教育長

議　長

副議長

議　員（注）(1) 職員手当には退職手当を含みません。(2) 給与費は当初予算に計上された額です。
　  　(3) 特別職に支給される給与，報酬は含みません。

（注）(1) 平均給与月額は，給料月額と毎月支払われる扶養手当，住居手当，通勤手当等の諸手当
             を含んだものです。
　  　(2) 一般行政職は，税務担当職員，栄養士，保健師，保育士，水道事業担当職員，幼稚園教
             諭，社会教育主事を除いた職員です。

（注）退職手当の１人当たりの平均支給額は，前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平
　　 均額です。

そ の 他 計  　Ｂ期末勤勉

給　　　与　　　費
区分 職 員 数

Ａ 給　　料
１人当たり給与費

Ｂ／Ａ

千円
5,202

千円
796,956

千円
70,677

千円
209,170

千円
517,109

人
148２年度

④職員の初任給の状況（令和２年４月 1日現在）

⑤期末手当・勤勉手当の状況

初　任　給 ２年後の給料２年後の給料

松　島　町 国
区　　　分

初　任　給

195,500 円182,200 円195,500 円182,200 円大学卒

160,100 円 150,600 円160,100 円 150,600 円高校卒
一般行政職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢平均年齢

一般行政職 技能労務職
区分

平均給与月額

歳
55.1

円
318,235

円
299,100

歳
42.9

円
345,452

円
300,633

50.9－287,28343.2－327,564

松島町

国

平均給料月額

国松　　島　　町

勤勉手当

0.925 月分

0.975 月分

1.900 月分

（元年度支給割合）

（加算措置の状況）
職制上の段階，職務の級等による加算措置

（加算措置の状況）
職制上の段階，職務の級等による加算措置

６月期

12月期

計

期末手当

1.30 月分

1.30 月分

2.60 月分

勤勉手当

0.925 月分

0.975 月分

1.900 月分

（元年度支給割合）

６月期

12月期

計

期末手当

1.30 月分

1.30 月分

2.60 月分

⑥退職手当の状況（令和２年４月 1日現在）
国松　　島　　町

24.586875 月分

33.27075 月分

47.709 月分

47.709 月分

19,894 千円

勤続２０年

勤続２５年

勤続３５年

最高限度額

１人当たりの
平均支給額

19.6695 月分

28.0395 月分

39.7575 月分

47.709 月分

327 千円

勧奨・定年自己都合（支給率）

24.586875 月分

33.27075 月分

47.709 月分

47.709 月分

千円

勤続２０年

勤続２５年

勤続３５年

最高限度額

１人当たりの
平均支給額

19.6695 月分

28.0395 月分

39.7575 月分

47.709 月分

勧奨・定年自己都合

－ － 

（支給率）

( 元年度支給割合 )

6月期 期末手当

12月期 期末手当

計　　　

町　長

 副町長

教育長

1.7 月分

1.7 月分

3.4 月分

議長等

給　
　

料

報　
　

酬

⑧部門別職員数の状況と主な増減理由
　　　　　　　　　 （各年４月１日現在）

（注）職員数は一般職に属する職員数であり，地方公務員の身分を
　　 有する休職者，派遣職員を含み，臨時又は非常勤の職員を除
　　  いています。

主な増減理由
部門

区分
平成31年 令和 2年

職　員　数 対前年

増減数

    4 人

   38 人

   10 人

   32 人

9人

    0 人

    7 人

    7 人

   14 人

121人

   29 人

 6 人

    6 人

   11 人

   23 人

  173 人

        4 人

   38 人

   10 人

   31 人

9人

    0 人

    7 人

    7 人

   14 人

120人

   28 人 

    7 人

    3 人

  11 人

   21 人

  169 人

        

 

△1 人

   　

　

△1人

 　△1人

   1 人

△3人

　△2人

△4人

退職者不補充

職員配置換えによる減

職員配置換えによる増

復旧復興業務減による減

議　会

総　務

税　務

民　生

衛　生

労　働

農　水

商　工

土　木

小　計

教　育

水　道

下水道

その他

小　計

一
般
行
政
部
門

特
別
行
政

部　
　

門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

合　　計



14 13広報まつしま 広報まつしま

●担当課：健康長寿課健康づくり班　☎３５５-０７０３　FAX ３５３-３７２２

高血糖者割合 (HbA1c ５.６％以上 )

年齢区分

割　

合　
（
％
）

３９歳以下

21.2

73.8 80.2100

50

0

４０歳以上～７４歳 ７５歳以上

左は今年の松島町総合健診の結果です。
松島町民は高血糖値の方が多く、毎年全国平均よりも
２０ポイント近く高い状態が続いています。
HbA１cが５.６％を越えると将来糖尿病になるリスク
が高まり、６.５％以上では糖尿病が強く疑われます。
もう一度自分の健診結果を確認し、受診や生活改善に
活かしましょう。

血糖値が高い状態を放置すると、血管が傷みさまざまな合併症が起こります。　放っておくと確実に進みます　

町では将来人工透析が必要になるリスクが高い方に対し、６か月間集中して悪化防止のための個別
支援を行っています。　
松島町民で人工透析になっている方の半数以上は糖尿病が原因です。
人工透析が必要になると週に３回、１日４時間かけて血液透析を行い、水分制限も必要になります。
毎年、透析リスクが高い方には事業のお知らせをしていますが、参加者が少ないのが実情です。
参加勧奨があった場合には、ご自身の将来のために、ぜひご参加ください。
（毎年６月頃にお知らせしています）

～新型コロナウイルス感染症が心配な方へ～
電話やオンラインでも、保健師・栄養士の健康相談がうけられます。下記までご連絡ください。

今年も高血糖値の方が多数でした！！

高血糖状態（糖尿病）を放置するとどうなるの？

血糖値を下げるためのポイント

　高血糖状態を放置すると重大な合併症が起き、生活改善や治療を行っても元の健康状態には戻れません。
　でも、そのような状態になるまでには 10年～ 15年もの時間がかかります。
　今なら予防できる時間があるのです。血糖値をコントロールして糖尿病の予防対策を行いましょう。

■野菜、海藻、きのこ類などの
　食物繊維を先に摂りましょう。
　食後の血糖値の上昇が抑えら
　れます。
■果物は食事と一緒に食べましょ
　う。間食で食べるよりも血糖
　値の上昇が抑えられます。

■今までより１日１５分余計に
　歩きましょう。（できれば早歩
　き３分、普通歩き３分を交互
　に繰り返す）
■食後に動くと血糖値の上昇が
　抑えられます。（キビキビ家事
　をする、ラジオ体操をするなど）

■HbA１c６.０％以上で受診し
　ていない方は、まず受診が必要
　です。
■食事や運動についても医師の
　指示を受けましょう

住民健診
結果報告

３
大
合
併
症

食事の工夫 活動を増やす 適切に受診

糖尿病性腎症重症化予防事業実施中

１　神経障害（しびれ、痛み、感覚が鈍い等）　　　　　　　　目安は糖尿病発症から　　５年　
２　網膜症（急激な視力低下、失明）　　　　　　　　　　　　目安は糖尿病発症から　１０年　
３　腎臓障害（腎臓の働きが低下、人工透析が必要になる）　　目安は糖尿病発症から　１５年

第
66
回
松
島
芭
蕉
祭
並
び
に
全
国
俳
句
大
会
入
選
作
品

　

昭
和
30
年
か
ら
途
切
れ
る
こ
と
な
く
開
催
さ
れ

て
き
た
「
松
島
芭
蕉
祭
並
び
に
全
国
俳
句
大
会
」。

第
66
回
と
な
る
今
年
は
、
11
月
８
日
に
、
瑞
巌
寺

や
松
島
町
文
化
観
光
交
流
館
な
ど
を
会
場
に
開
催

す
る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
ま
ん
延
す
る
中
、
拡
大
防
止
の
た

め
会
場
に
集
ま
っ
て
の
実
施
は
せ
ず
、
紙
上
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
応
募
作
品
（
兼
題
の
部
）

の
５
１
２
組
、
１
、５
３
６
句
は
、６
人
の
選
者
に

よ
る
厳
正
な
審
査
に
よ
り
、
入
選
句
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
入
選
作
品
の
中
か
ら
、
特
選
作
品
と
、
松

島
町
内
関
係
者
の
入
選
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

対
馬　

康
子　

選

　

特
選
第
一
席　

一
角
獣
の
杯
ま
だ
未
完
初
月
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
村　

寿
子
（
仙
台
市
）

　

特
選
第
二
席　

芋
嵐
激
し
晩
年
持
た
ぬ
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

満
喜
子
（
福
島
市
）

　

特
選
第
三
席　

原
子
炉
の
底
知
れ
ぬ
底
ひ
き
が
へ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
山　

千
代
子
（
仙
台
市
）

能
村　

研
三　

選

　

特
選
第
一
席　

四
Ｈ
の
心
二
Ｂ
で
書
く
秋
思
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
野　

志
津
久
（
福
島
市
）　

　

特
選
第
二
席　

淋
し
さ
を
高
さ
と
思
ふ
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
瀬　

一
洋
（
松
島
町
）

　

特
選
第
三
席　

鳴
き
呉
る
る
も
の
み
な
親
し
良
夜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
橋　

翠
（
川
崎
市
）

高
野　

ム
ツ
オ　

選

　

特
選
第
一
席　

虫
の
音
に
誘
は
れ
の
ぞ
く
虫
の
闇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

針
金　

聖
子
（
名
取
市
）

　

特
選
第
二
席　

や
が
て
ま
た
天
地
に
還
る
汗
滂
沱

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

と
み
子
（
松
島
町
）

　

特
選
第
三
席　

原
爆
忌
わ
れ
ら
句
を
も
て
語
り
継
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
籠　

政
彦
（
塩
竈
市
）

成
田　

一
子　

選

　

特
選
第
一
席　

松
手
入
の
あ
と
太
陽
に
見
て
も
ら
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

桃
晃
（
塩
竈
市
）

　

特
選
第
二
席　

生
き
も
の
の
腸
冷
ゆ
る
花
野
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部　

風
々
子
（
東
京
都
）

　

特
選
第
三
席　

籠
り
ゐ
し
町
の
夕
べ
に
水
を
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
谷　

正
子
（
気
仙
沼
市
）

西
山　

睦　

選

　

特
選
第
一
席　

島
々
へ
戻
る
た
つ
き
や
盆
踊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
形　

清
司
（
柴
田
町
）

　

特
選
第
二
席　

海
よ
り
の
闇
が
満
ち
く
る
蛍
籠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
屋　

遊
蛍
（
石
巻
市
）

　

特
選
第
三
席　

指
ぬ
き
に
母
の
一
生
萩
匂
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
山　

千
代
子
（
仙
台
市
）

渡
辺　

誠
一
郎　

選

　

特
選
第
一
席　

原
子
炉
の
底
知
れ
ぬ
底
ひ
き
が
へ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
山　

千
代
子
（
仙
台
市
）

　

特
選
第
二
席　

緑
蔭
を
は
み
出
し
て
ゐ
る
牛
の
尻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
上　

清
子
（
塩
竈
市
）

　

特
選
第
三
席　

大
人
し
く
水
替
へ
ら
る
る
金
魚
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

種
田　

千
代
（
横
浜
市
）

能
村　

研
三　

選

　

特
選
第
二
席　

　
　
　
　

淋
し
さ
を
高
さ
と
思
ふ
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
瀬　

一
洋
（
高
城
）　

　

佳
作　

土
笛
は
太
古
の
し
ら
べ
秋
高
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
山　

典
子
（
手
樽
）

　

佳
作　

雁
渡
る
郵
便
受
け
の
片
庇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
山　

典
子
（
手
樽
）

高
野　

ム
ツ
オ　

選

　

特
選
第
二
席

　
　
　
　

や
が
て
ま
た
天
地
に
還
る
汗
滂
沱

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

と
み
子
（
高
城
）

　

佳
作　

水
飲
む
と
い
ふ
当
り
前
敗
戦
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

ゆ
き
子
（
桜
渡
戸
）

　

佳
作　

ゆ
ふ
ぞ
ら
に
唐
箕
吐
く
塵
雁
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

ゆ
き
子
（
桜
渡
戸
）

成
田　

一
子　

選

　

佳
作　

一
握
の
砂
よ
三
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

と
み
子
（
高
城
）

西
山　

睦　

選

　

佳
作　

つ
く
つ
く
し
鳴
け
ば
胎
児
の
よ
く
動
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

朱
鷺
女
（
高
城
）

渡
辺　

誠
一
郎　

選

　

佳
作　

俎
板
に
水
す
べ
ら
せ
て
初
秋
刀
魚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
山　

典
子
（
手
樽
）

兼
題
の
部

松
島
町
内
関
係
者
の
入
選
作
品

観
瀾
亭
・
松
島
博
物
館
企
画
展

　

今
年
は
紙
上
の
み
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

「
第
66
回
松
島
芭
蕉
祭
並
び
に
全
国
俳
句
大
会
」。

観
瀾
亭
・
松
島
博
物
館
に
お
い
て
企
画
展
を
開

催
し
、
大
会
会
場
に
掲
示
す
る
予
定
で
し
た
招

聘
選
者
師
系
の
条
幅
や
、
第
２
回
、
第
６
回
の

入
選
作
品
の
屏
風
、
第
65
回
の
入
選
作
品
な
ど

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ご
来
場
の
際
は
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
・
マ
ス
ク

着
用
等
の
感
染
予
防
対
策
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
場　

所　

観
瀾
亭
・
松
島
博
物
館

●
期　

間　

１
月
29
日
㊎
ま
で

●
時　

間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

●
入
場
料　

大
人
２
０
０
円

　
　
　
　
　

高
・
大
学
生
１
５
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生
１
０
０
円

●
問
合
先　

産
業
観
光
課
観
光
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
８

【
松
島
芭
蕉
祭
並
び
に
全
国
俳
句
大
会
】
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お
知
ら
せ

太
陽
光
発
電
設
備
に
係
る

償
却
資
産
の
課
税

　

家
屋
の
屋
根
等
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る

場
合
、設
置
さ
れ
た
太
陽
光
設
備
は
固
定
資
産
税（
償

却
資
産
）
の
課
税
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

償
却
資
産
に
該
当
す
る
設
備
を
所
有
さ
れ
て
い
る

方
は
、
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の
申
告
を
毎
年

１
月
末
ま
で
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
左
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

i

令
和
３
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
が

減
免
と
な
り
ま
す
（
中
小
企
業
向
け
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
事
業
収

入
が
減
少
し
て
い
る
中
小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者

に
対
し
て
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
減
免
を
行

い
ま
す
。

　

減
免
の
対
象
と
な
る
に
は
、
認
定
経
営
革
新
等
支

援
機
関
等
（
税
理
士
、
会
計
士
、
金
融
機
関
、
商
工

会
な
ど
）
か
ら
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
お
近
く
の
税
理
士
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
軽
減
対
象
】

・
事
業
用
家
屋
及
び
設
備
等
の
償
却
資
産
に
対
す
る
固
定
資
産
税

・
事
業
用
家
屋
に
対
す
る
都
市
計
画
税

【
申
請
期
間
】

　

１
月
４
日
㊊
〜
２
月
１
日
㊊
（
期
限
厳
守
）

●
申
請
書
提
出
先　

財
務
課
税
務
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
３

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、
可

　

能
な
限
り
郵
送
で
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

中
小
企
業　

固
定
資
産
税
等
の
軽
減
相
談
窓
口

　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
７
３
２
２　

平
日　

午
前
９
時
3
0
分
〜
午
後
５
時

i
令
和
３
・
４
年
度
一
般
競
争
及
び

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
の

登
録
受
付
を
実
施
し
ま
す

　

令
和
３
・
４
年
度
に
係
る
工
事
、
業
務
委
託
及
び

物
品
・
役
務
の
入
札
参
加
資
格
登
録
の
受
付
を
、
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
（
土
日
祝
を
除
く
）

●
受
付
期
間　
　

　

①
共
同
受
付　

１
月
12
日
㊋
〜
１
月
26
日
㊋

　

②
単
独
受
付　

２
月
４
日
㊍
〜
２
月
10
日
㊌

●
受
付
場
所

　

①
共
同
受
付　

塩
釜
ガ
ス
体
育
館
（
配
送
受
付
の
み
）

　

②
単
独
受
付　

松
島
町
財
務
課
財
政
班

　

※
登
録
受
付
に
係
る
要
項
・
申
請
様
式
等
は
、
町
ホ

　
　

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
事
業
者
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

　

財
務
課
財
政
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
９
２

i

▲町HP

要
介
護
認
定
に
よ
る

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交
付

　

要
介
護
１
か
ら
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、

表
に
あ
る
認
定
基
準
に
該
当
す
る
方
は
、
確
定
申
告

で
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
本
人
ま
た

は
そ
の
扶
養
者
の
課
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
認
定

書
の
発
行
を
希
望
す
る
場
合
は
申
請
が
必
要
で
す
の

で
、
介
護
保
険
証
を
持
っ
て
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど

ん
ぐ
り
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
は
、

手
帳
を
提
示
す
る
だ
け
で
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
こ
の
認
定
書
の
交
付
を
受
け
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

i
●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
高
齢
者
支
援
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
６
７
７

控除の種類 要介護認定結果

普通障害者控除 ・要介護１・２

・要介護３・４・５
・要介護１・２で寝たきり度Bランク
　または認知症自立度Ⅲ以上

特別障害者控除

※基準日：控除を受ける所得のあった１２月３１日、または死亡日
※代理の方の申請も可能ですが、身分証明書のご提示をお願いします。

（https://www.town.miyagi-matsushima.lg.jp）

●
申
告
期
間　

１
月
４
日
㊊
〜
２
月
１
日
㊊

●
連
絡
先　

財
務
課
税
務
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
３

【留意事項】
・令和３年１月１日現在において所有されている方が申告対象者となります。
・１０ｋｗ以上の太陽光発電設備は売電方法にかかわらず事業用と判断し、申告対象です。
・個人住宅用で１０ｋｗ未満のものは売電していても償却資産の申告の必要はありません。

太陽光発電設備の申告要否

設置区分

個人設置(住宅用)

個人設置(事業用)
法人設置

申告対象
（事業用資産扱い）

申告対象
（事業用資産扱い）

申告対象外
（住宅用設備扱い）

１０ｋｗ以上 １０ｋｗ未満

売
り
切
れ
御
免
！

ふ
る
さ
と
の
魅
力
て
ん
こ
も
り
セ
ッ
ト

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
影
響

を
受
け
た
地
域
経
済
の
活
性
化
と
、
塩
釜
圏
域
に
お

住
ま
い
の
皆
さ
ま
を
「
食
」
で
応
援
し
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
塩
竈
市
、
多
賀
城
市
、
松
島
町
、
七
ヶ

浜
町
、
利
府
町
の
二
市
三
町
が
協
力
し
、
各
市
町
自

慢
の
食
材
２
、０
０
０
円
相
当
分
を
持
ち
寄
り
、
セ

ッ
ト
に
し
て
皆
さ
ま
の
食
卓
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

１
０
、０
０
０
円
相
当
分
の
商
品
を
５
、０
０
０
円

に
し
て
販
売
し
ま
す
！

　

先
着
１
、０
０
０
セ
ッ
ト
の
み
の
販
売
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
お
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
月
号
と
併
せ
て
配
布
し
て

い
る
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間　

1
月
12
日
㊋
〜
２
月
28
日
㊐

●
問
合
先　

企
画
調
整
課　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

i
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マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
し
込
み
の
た
め
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は

お
早
め
に

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で

読
み
取
り
、
事
前
に
予
約
・
申
し
込
み
を
し
た
上
で

選
ん
だ
決
済
サ
ー
ビ
ス
に
チ
ャ
ー
ジ
等
を
行
う
と
、

チ
ャ
ー
ジ
額
等
に
応
じ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
（
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
）
が
１
人
あ
た
り
最
大
５
、０
０
０
円
分
付
与
さ

れ
ま
す
。

　

現
在
、
全
国
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
が

増
え
て
お
り
、
交
付
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
さ

れ
る
際
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
５

i

ま
つ
し
ま
応
援
商
品
券
の

使
用
は
お
済
み
で
す
か
？

　
　

昨
年
10
月
に
配
布
し
た
「
ま
つ
し
ま
応
援
商
品

　

券
」
の
使
用
期
限
は
、
１
月
17
日
㊐
ま
で
と

　

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

お
手
元
に
商
品
券
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
は
、
期

　

限
ま
で
に
ぜ
ひ
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
　

使
用
で
き
る
事
業
所
に
は
「
ま
つ
し
ま
応
援
商

　

品
券
」
の
「
の
ぼ
り
」
や
「
ポ
ス
タ
ー
」
が
掲
載

　

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
問
合
先　

利
府
松
島
商
工
会
松
島
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
３
４
２
２

i

▲利府松島商工会HP

（
https://w

w
w
.tow

n.m
iyagi-m

atsushim
a.lg.jp）

１月２５日から役場前の工事が始まります
　１月２５日から、役場前で国道４５号取付工事及び仮回し道路撤去工事が始まります。工事中は、国道４５号
から役場への出入りについて仮出入口を利用していただくことになります。案内看板等を設置しますので指示に
したがい、通行願います。
　ご迷惑をお掛けしますが、工事へのご協力をお願いします。

●問合先　宮城県仙台土木事務所　道路建設第一班　☎２９７-４１２５
　　　　　松島町建設課建設班　☎３５４-５７０９　　

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
し
ま
す

　
　
　
　
　

差
別
が
な
い
、
み
ん
な
が
思
い
や
り
の

　
　
　
　
　
　

心
を
持
っ
て
支
え
合
う
ま
ち
に

　
　
　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

誰
も
が
感
染
す
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
あ
り
、
ど

ん
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
不
当
な
差
別
、
偏
見
、
い

じ
め
な
ど
が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

誰
も
が
地
域
や
職
場
（
学
校
）
に
帰
っ
て
き
た
と

き
、
支
え
合
え
る
ま
ち
、
笑
顔
で
住
み
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
松
島
町
は
シ
ト
ラ
ス

リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
賛
同
し
、
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
？

　

コ
ロ
ナ
禍
で
生
ま
れ
た
差
別
、
偏
見
を
耳
に
し
た

愛
媛
県
内
の
有
志
が
つ
く
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

愛
媛
特
産
の
柑
橘
に
ち
な
み
、
シ
ト
ラ
ス
色
の
リ
ボ

ン
を
身
に
着
け
て
、「
た
だ
い
ま
」「
お
か
え
り
」
の

気
持
ち
を
表
す
活
動
を
広
め
て
い
ま
す
。

i

松島橋高城川旧橋
（撤去）

薬王堂

工事中

国道 45号歩行者

仮出入口

薬王堂入口
ファミリー
マート入口

車両

松島町役場

JR松島駅
ファミリー
マート

至石巻至仙台
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油
漏
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
家
庭
や
事
業
所
で
灯
油
な

ど
の
油
類
を
取
り
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
ポ
リ
タ
ン
ク
に
灯
油
を
移
す

時
に
目
を
離
し
た
り
、
バ
ル
ブ
の
閉
め
忘
れ
に
よ
る

油
流
出
事
故
が
増
え
、
河
川
に
流
れ
出
す
と
環
境
を

汚
染
す
る
ほ
か
火
災
の
原
因
と
な
る
恐
れ
も
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
流
出
し
た
油
類
の
回
収
や
処
理
費
用
は
、

流
出
さ
れ
た
方
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
ホ

ー
ム
タ
ン
ク
の
点
検
や
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
て

安
全
な
使
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

万
が
一
、
油
類
が
流
出
し
た
際
に
は
速
や
か
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

北
上
川
下
流
河
川
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
０
２
２
５
‐
９
４
‐
９
５
８
２

　
　
　
　
　

松
島
消
防
署

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
４
２
２
６

　
　
　
　
　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i

文
化
財
☆
探
検
隊

セ
タ
シ
マ
ク
エ
ス
ト
！

参
加
者
募
集

　

日
本
遺
産
「
政
宗
が
育
ん
だ
〝
伊
達
〞
な
文
化
」
に

認
定
さ
れ
た
文
化
財
の
ク
エ
ス
ト
に
挑
戦
し
よ
う
！

　

※
仙
台
市
・
多
賀
城
市
・
塩
竃
市
と
の
連
携
事
業

と
な
り
ま
す
。

●
日　

時　

３
月
27
日
㊏

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

●
見
学
場
所　

瑞
巌
寺
・
五
大
堂
・
雄
島

●
対　

象　

小
学
５
〜
６
年
生
・
中
学
生

●
定　

員　

10
名

●
参
加
費　

児
童
・
生
徒
１
０
０
円
（
保
険
代
）

　

※
付
き
添
い
の
保
護
者
の
方
は
瑞
巌
寺
拝
観
料
７
０
０
円

●
申
込
締
切　

３
月
19
日
㊎

●
申
込
・
問
合
先　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
班

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
４

募

第
72
回
松
島
町
成
人
式
を

開
催
し
ま
す

　

第
72
回
松
島
町
成
人
式
の
開
催
に
あ
た
り
、
令
和

２
年
７
月
１
日
現
在
で
松
島
町
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
12
月
上
旬
に
案
内
状
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
・
町
外
在
住
に
関
わ
ら
ず
案
内
状
が
な
く
て

も
入
場
で
き
ま
す
。
案
内
状
が
な
い
場
合
は
、
受
付

で
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
な
ど
を
記
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

●
開
催
日　

１
月
10
日
㊐

●
対　

象　

平
成
12
年
４
月
２
日
〜

　
　
　
　
　

平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

●
そ
の
他　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染

　
　
　
　
　

拡
大
防
止
の
た
め
、
当
日
は
必
ず
マ
ス

　
　
　
　
　

ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

　
　
　
　
　

咳
や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
や
、

　
　
　
　
　

当
日
受
付
時
の
体
温
検
査
で
３
７
．５

　
　
　
　
　

度
を
超
え
る
場
合
は
参
加
を
ご
遠
慮
い

　
　
　
　
　

た
だ
き
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ

　
　
　
　
　

さ
い
。

　
　
　
　
　
　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
　
　
　
　

症
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
成
人
式

　
　
　
　
　

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

  

（
ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
（
文
化
観
光
交
流
館
）
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
３
‐
３
０
３
０

i

空
手
会
員
募
集

募
　

菅
首
相
も
大
学
時
代
は
空
手
部
に
所
属
し
て
い
た

そ
う
で
す
。

　

菅
首
相
も
お
勧
め
す
る
空
手
を
あ
な
た
も
や
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

●
対
象　

小
学
１
・
２
年
男
女

●
日
時　

㊋
・
㊍　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

　
　
　
　
　

㊏　
　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

●
場
所  

華
園
集
会
場

●
経
費  

２
、０
０
０
円
／
月

●
問
合
先　

松
島
町
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

三
浦

　
　
　
　
　

☎
０
９
０
‐
９
０
３
３
‐
２
０
９
５

津
軽
こ
ぎ
ん
刺
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
す

　

東
北
に
伝
わ
る
、
あ
た
た
か
い
手
仕
事
の
こ
ぎ
ん

刺
し
で
針
山
を
作
り
ま
す
。
チ
ク
チ
ク
と
作
る
時
間

を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

３
月
７
日
㊐　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場　

所　

ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
（
文
化
観
光
交
流
館
）

　
　
　
　
　
　

１
階
会
議
室

●
参
加
料　

１
、０
０
０
円
（
材
料
費
）

●
定　

員　

10
名
様

●
参
加
方
法　

１
月
８
日
㊎
か
ら
申
込
受
付
を
開
始

　
　
　
　
　
　

し
ま
す
。
ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ

　
　
　
　
　

（
文
化
観
光
交
流
館
）
の
窓
口
へ
お
越

　
　
　
　
　
　

し
い
た
だ
く
か
電
話
で
お
申
し
込
み

　
　
　
　
　
　

く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　

※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

●
当
日
の
持
ち
物　

　
　

細
か
い
作
業
を
し
ま
す
の
で
、
眼
鏡
が
必
要
な

　

方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
（
文
化
観
光
交
流
館
）

　
　
　
　
　

指
定
管
理
者　

株
式
会
社
Ｂ
Ｂ
Ｉ

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
１
５
５

募

令
和
３
年

松
島
町
消
防
団
出
初
式
を
開
催
し
ま
す

　

新
年
の
恒
例
行
事
で
あ
る
松
島
町
消
防
団
出
初
式

を
開
催
し
ま
す
。
消
防
団
員
に
よ
る
凛
々
し
い
行
進

が
披
露
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
お
越
し
の
際
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
マ

ス
ク
は
必
ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

１
月
11
日
㊊
・
祝

●
場　

所　

石
田
沢
防
災
セ
ン
タ
ー

●
内　

容　

観
閲
、
式
典
、
表
彰
伝
達

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i
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松
島
町
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
８
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

　

町
で
策
定
を
進
め
て
い
る
「
松
島
町
高
齢
者
福
祉

計
画
・
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
案
）（
令
和
３

年
度
〜
５
年
度
）
」
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域

に
お
い
て
、
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
３
年
に
１
回
見
直
し
、

策
定
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
考
え
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
ぜ
ひ

率
直
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

　

・
町
内
に
所
在
す
る
事
業
所
に
勤
務
す
る
方

　

・
町
内
に
事
業
所
を
置
く
法
人
、
団
体

●
計
画
（
案
）
の
閲
覧
場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
・
役
場
町
民
ホ
ー
ル
・

　

松
島
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
掲
載
及
び
募
集
期
間

　

１
月
18
日
㊊
〜
29
日
㊎
ま
で

●
意
見
様
式
の
入
手
方
法

　

①
松
島
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り

　

（
高
齢
者
支
援
班
）
窓
口

　

②
松
島
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
意
見
様
式
の
提
出
方
法

　

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

　

①
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
直
接
提
出

　

②
郵
送

　

【
送
り
先
】

　
　

〒
９
８
１
‐
０
２
０
３

　
　

松
島
町
根
廻
字
上
山
王
６
‐
２
７

　
　

松
島
町
健
康
長
寿
課
高
齢
者
支
援
班　

宛

　

③
Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
５
３
‐
３
７
２
２

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
高
齢
者
支
援
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
６
７
７

医
療
費
助
成
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
へ

〜
変
更
が
あ
る
場
合
は
手
続
き
を
お
早
め
に
！
〜

　
「
子
ど
も
医
療
費
」、「
母
子
父
子
家
庭
医
療
費
」、

「
障
害
者
医
療
費
」
の
更
新
申
請
書
を
提
出
さ
れ
た

方
に
は
助
成
受
給
者
証
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
加
入

保
険
や
口
座
の
変
更
な
ど
が
あ
る
場
合
は
町
民
福
祉

課
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

【
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
】

通
院
・
入
院
：
18
歳
到
達
の
年
度
末
ま
で

【
母
子
父
子
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
】

児
童
が
18
歳
到
達
の
年
度
末
を
迎
え
る
ま
で
の
母
子
・
父
子
家
庭

【
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
】

身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２
級
お
よ
び
内
部
障
害
（
心

臓
・
肝
臓
な
ど
）
の
３
級
所
持
者
、
療
育
手
帳
Ａ
所

持
者
、
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
福
祉
班　

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
６

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談
会
＆

不
動
産
公
開
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

●
開
催
日　

１
月
19
日
㊋

●
開
催
場
所　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
塩
釜

　
　
　
　
　

（
塩
竈
市
尾
島
町
３
‐
５
）

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談
会

●
時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

※
受
付
時
間
：
午
後
３
時
30
分
ま
で

●
相
談
内
容
・
対
応
者

①
法
律
相
談　

担
当
：
顧
問
弁
護
士 

石
井 

慎
也

②
税
務
相
談　

担
当
：
税
理
士 

齋
藤 

仁
志

③
宅
地
建
物
取
引
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談

　

担
当
：
宅
地
建
物
取
引
士

※
１
組
あ
た
り
の
相
談
時
間
：
30
分

不
動
産
公
開
セ
ミ
ナ
ー
等
「
入
場
無
料
」

【
寄
席
】

●
時
間　

午
後
１
時
10
分
〜
午
後
２
時

●
内
容　
「
宅
建
お
笑
い
寄
席
」
東
北
大
落
語
研
究
会　
　
　
　
　
　
　

【
セ
ミ
ナ
ー
】

●
時
間　

①
午
後
２
時
10
分
〜
午
後
３
時

　
　
　
　

②
午
後
３
時
10
分
〜
午
後
４
時

●
内
容　

①「
不
動
産
と
相
続
に
関
す
る
諸
問
題
」

　
　
　
　
　

講
師
：
税
理
士 

齋
藤 

仁
志 

　
　
　
　

②「
民
法
改
正
後
の
賃
貸
借
の
留
意
点
」

　
　
　
　
　

講
師
：
顧
問
弁
護
士 

石
井 

慎
也　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

し
て
実
施
し
ま
す
が
、
県
内
の
感
染
状
況
次
第
で

は
延
期
ま
た
は
中
止
と
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

当
日
の
参
加
も
可
能
と
し
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
事
前
予

約
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
電
話
、
参
加
申

込
書
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

　

公
益
社
団
法
人　

宮
城
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局　

豊
田

☎
２
６
６
‐
０
０
１
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
６
６
‐
２
１
８
９

i

町
営
住
宅　

入
居
者
募
集

●
募
集
住
宅　

高
城
町
営
住
宅　

２
戸

●
所
在
地　

松
島
町
高
城
字
水
溜
下
地
内

　

・
３
Ｄ
Ｋ　

２
３
３
号　

（
２
号
棟
３
階
）

　

・
２
Ｄ
Ｋ　

５
１
１
号　

（
５
号
棟
１
階
）

●
入
居
時
家
賃

　

・
２
３
３
号　

１
５
、５
０
０
円
〜
３
０
、４
０
０
円

　

・
５
１
１
号　

１
８
、１
０
０
円
〜
３
５
、５
０
０
円

●
入
居
申
込
資
格

　
　

次
の
①
か
ら
⑥
ま
で
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し

　

て
い
る
方

　
　

①
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
。

　
　

②
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ

　
　
　

る
こ
と
。

　
　
　
（
60
歳
未
満
の
方
は
単
身
で
の
入
居
原
則
不
可
）

　
　

③
月
の
世
帯
月
収
が
基
準
以
内
で
あ
る
こ
と

　
　

・
一
般
申
込
者　

１
５
８
，
０
０
０
円
以
下

　
　

・
高
齢
者
（
60
歳
以
上
）の
み
の
世
帯
、障
が
い

　
　
　

者
ま
た
は
小
学
校
就
学
前
の
子
が
居
る
世
帯

　
　
　

２
１
４
、０
０
０
円
以
下

　
　

④
入
居
者
及
び
同
居
者
が
暴
力
団
員
で
は
な
い

　
　
　

こ
と
。

　
　

⑤
入
居
者
（
②
を
含
む
）
が
町
民
税
を
滞
納
し

　
　
　

て
い
な
い
こ
と

　
　

⑥
松
島
町
に
在
住
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
松
島

　
　
　

町
に
在
住
し
た
こ
と
が
あ
る
方

●
申
込
方
法

　
　

１
月
15
日
㊎
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
建
設
課
管

　

理
班
窓
口
で
申
込
書
に
記
入
い
た
だ
き
、
必
要
書

　

類
と
あ
わ
せ
て
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
先　

建
設
課
管
理
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
５

募

広
報
ま
つ
し
ま
へ
の
感
想
・

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

日
頃
か
ら
広
報
ま
つ
し
ま
を
お
読
み
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

広
報
ま
つ
し
ま
へ
の
率
直
な
感
想
や
ご
意
見
を
お

寄
せ
い
た
だ
け
る
方
は
、
以
下
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
】

i

▲メール用QRコード

m
atsushim

a_pr@
tow
n.m
atsushim

a.m
iyagi.jp
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松
島
町
オ
ン
ラ
イ
ン
健
康
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

松
島
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
外
出
を
自
粛
し
て
い
る
方
な
ど
の
専
門
相

談
窓
口
（
オ
ン
ラ
イ
ン
健
康
相
談
）
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
自
宅
で
も
画
面
を
通
し
て
お
互

い
の
顔
を
見
な
が
ら
相
談
が
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（
※
通
信
料
の
負
担
が
発
生
し

ま
す
。
W
i
‐
F
i
環
境
で
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま

す
。
）

　

詳
細
は
、
左
記
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
内　

容　

健
康
、
栄
養
、
歯
科
に
関
す
る
悩
み
な

　
　
　
　
　

ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
健
康
相
談

●
相
談
時
間　

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　

（
※
１
回
の
相
談
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。
）

●
対
象
者　

松
島
町
に
お
住
ま
い
で
オ
ン
ラ
イ
ン

　
　
　
　
　

相
談
を
希
望
す
る
方

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

松
島
病
院

「
フ
ッ
ト
ケ
ア
外
来
」か
ら
の
お
知
ら
せ

　
「
糖
尿
病
で
足
を
失
う
」
な
ど
と
聞
き
ま
す
が
、

決
し
て
珍
し
い
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

糖
尿
病
を
も
っ
て
い
る
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
刺
激

で
足
に
傷
が
で
き
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
潰

瘍
（
か
い
よ
う
）
や
壊
疽
（
え
そ
）
へ
と
悪
化
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

フ
ッ
ト
ケ
ア
外
来
を
う
け
て
、
足
の
観
察
と
適
切

な
お
手
入
れ
で
足
の
障
害
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

受
診
は
予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

内
科
外
来　

☎
３
５
４
‐
５
８
１
１

み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む

取
組
宣
言
認
証
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
『
み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む
取
組
宣
言
認
証
制
度
』

は
，
介
護
職
員
に
長
く
働
い
て
も
ら
う
た
め
に
、「
人

材
を
育
て
る
・
職
員
の
処
遇
条
件
を
定
め
る
、
職
員

の
意
向
を
聞
く
」
な
ど
の
仕
組
み
が
あ
る
介
護
事
業

所
が
宣
言
し
、『
宮
城
県
介
護
人
材
確
保
協
議
会
』
が

認
証
す
る
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
度
か
ら
は
み
や
ぎ
介
護
人
材
を

育
む
取
組
宣
言
認
証
制
度
の
第
２
段
階
が
始
ま
り
、

介
護
事
業
所
の
人
材
育
成
や
働
き
や
す
さ
の
取
組
を

よ
り
一
層
見
え
る
化
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

介
護
事
業
所
は
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

介
護
に
関
わ
っ
て
い
る
皆
様
は
宣
言
事
業
所
・
認

証
事
業
所
を
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

『
み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む
取
組
宣
言
認
証
制
度
』

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
U
R
L

に
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
問
合
先

　

み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む

　

取
組
宣
言
認
証
制
度
事
務
局

　

☎
３
４
３
‐
８
５
６
５

　

宮
城
県
保
健
福
祉
部
長
寿
社
会
政
策
課

　

運
営
指
導
班

　

☎
２
１
１
‐
２
５
５
６

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼

高
齢
受
給
者
証
の
交
付
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
今
月
70
歳
に
な
る
方

（
昭
和
26
年
１
月
２
日
〜
昭
和
26
年
２
月
１
日
生
ま

れ
）
へ
、
高
齢
受
給
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
た
国
民

健
康
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
に
つ
い
て
は
、

有
効
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
ら
各
自
破
棄
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
発
送
日　

１
月
21
日
㊍

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
５

自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
）
・

精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
申
請
に
つ
い
て

　

自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
）・
精
神
保
健
福
祉

手
帳
の
申
請
手
続
き
（
新
規
・
更
新
）
に
来
ら
れ
る

方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類
と
、
運
転

　
　

免
許
証
な
ど
の
身
元
確
認
書
類
を
ご
持
参
く
だ

　
　

さ
い
。

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　
　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

松
島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

 

１・
日　

時　

１
月
11
日
㊊　

午
前
10
時
〜
正
午

・
集
合
場
所　

ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
（
文
化
観
光
交
流
館
）

・
行
き
先　

紫
神
社
初
詣

　

（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
使
用
し
ま
す
。
）

 

２・
日　

時　

１
月
19
日
㊋　

午
前
10
時
〜
正
午

・
集
合
場
所　

海
浜
公
園

・
行
き
先　

名
込
方
面

 

３・
日　

時　

１
月
28
日
㊍　

午
前
10
時
〜
正
午

・
集
合
場
所　

ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
（
文
化
観
光
交
流
館
）

・
行
き
先　

長
田
排
水
ポ
ン
プ
場

●
参
加
費　

な
し

●
持
ち
物　

飲
み
物
な
ど

●
そ
の
他　

雨
天
・
降
雪
時
は
中
止
で
す
。

●
連
絡
先　

土
井　

☎
３
５
３
‐
２
１
１
７

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
お
問
い
合
せ

　

く
だ
さ
い
。

（
h
ttp
s://w

w
w
.m
iya
g
i-ka
ig
o
jin
za
i.jp
/）

町
内
の

空
気
中
放
射
線
量
測
定
結
果

■ 

松
島
町
役
場　

12
月
15
日
㊋
測
定

 　

・
０
．５
ｍ
：
０
．０
５
８
μ
S
v

 　

・
１
．０
ｍ
：
０
．０
５
５
μ
S
v

　

 

※
単
位
（
μ
S
v
）
：
放
射
線
が
人
体
に
与
え
る
影
響
を
表
す
単
位

 　

※
基
準
値
：
０
．２
３
μ
S
v　

※
環
境
省
基
準

 　

※
測
定
機
器
：
簡
易
型
放
射
線
測
定
機
器　

 

Ｐ
Ａ
‐
１
０
０
０

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班　

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i
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宮
城
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

県
内
の
事
業
所
で
働
く
全
て
の
労
働
者
（
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）
に
適
用
さ
れ
る

最
低
賃
金
が
、
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
の
①
か
ら
③
の
業
種
に
該
当
す
る
事
業

所
で
働
く
労
働
者
に
は
、
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃

金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
宮
城
県
最
低
賃
金

　
　
　
　

時
間
額
８
２
５
円

●
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

　
　

①
鉄
鋼
業　

　
　
　
　

時
間
額
９
２
５
円

　
　

②
電
子
部
品
、
デ
バ
イ
ス
、
電
子
回
路
、
電
気

　
　
　

機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業

　
　
　
　

時
間
額
８
６
４
円

　
　

③
自
動
車
小
売
業

　
　
　
　

時
間
額
８
９
１
円

●
問
合
先　

宮
城
労
働
局
賃
金
室

　
　
　
　
　

☎
２
９
９
‐
８
８
４
１

i

地
域
で
、
企
業
で
、
家
庭
で
、
生
涯
現
役
！

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

募
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ま
だ
ま
だ
現
役

で
働
き
た
い
60
歳
以
上
の
方
々
に
、
本
人
の
能
力
や

希
望
に
応
じ
た
臨
時
的
・
短
期
的
な
就
業
を
提
供
し

て
お
り
ま
す
。

　

就
業
を
す
る
こ
と
で
、
健
康
維
持
や
新
し
い
仲
間

と
の
出
会
い
に
繋
が
り
ま
す
。
更
に
は
就
業
で
得
た

収
入
で
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
！

　

あ
な
た
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
、

充
実
し
た
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

● 

主
な
仕
事

　

 　

除
草
作
業
（
手
取
り
除
草
・
機
械
除
草
）、
植

　

 

木
剪
定
作
業
、
農
作
業
、
土
木
作
業
、 

屋
外
清
掃

　

 

作
業
、
屋
外
軽
作
業
、
屋
内
清
掃
作
業
、
屋
内
軽

　

 

作
業
、
そ
の
他

　

 

※
あ
な
た
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
就
業
が

　

 

で
き
、
就
業
に
伴
う
報
酬
が
得
ら
れ
ま
す
。

  

（
就
業
は
強
制
さ
れ
ま
せ
ん
）

　

 

※
危
険
・
有
害
な
就
業
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

 

※
原
則
と
し
て
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

 

の
就
業
、
土
・
日
・
祝
祭
日
は
休
み
で
す
。

　

 

※
入
会
説
明
会
を
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。
お
気

　

 

軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。　

公益社団法人
松島町シルバー人材センター
〒981-0215  松島町高城字浜１番地の３
☎ ３５３-４５０５ ・ FAX ３５３-４５０６
E-mail:matsushima@sjc.ne.jp
URL：http://www.sjc.ne.jp/matsushima/

( 愛称　生
き活きセンター )

チエブクロー

▲HP用 

▲メール用 

自
衛
官
募
集

自
衛
官
候
補
生

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間　

１
月
22
日
㊎
締
切

●
試
験
日　
　

１
月
30
日
㊏
・
31
日
㊐

　

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）

●
応
募
資
格　

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
か
つ
17
歳

　
　
　
　
　
　

未
満
の
者

●
受
付
期
間　

１
月
６
日
㊌

●
試
験
日　
　

１
次
試
験
：
１
月
23
日
㊏

貸
費
学
生

●
応
募
資
格　

大
学
の
理
学
部
、
工
学
部
等
の
３
・
４

　
　
　
　
　
　

年
次
等

　

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　

１
月
15
日
㊎

●
試
験
日　

１
月
30
日
㊏

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

●
応
募
資
格

　
　
「
技
能
」
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等
を
有
す

　
　

る
方

　
　
（
資
格
に
よ
り
年
齢
上
限
は
53
歳
未
満
〜
55
歳
未
満
）

　
　

※
資
格
は
複
数
種
類
あ
る
の
で
、
詳
細
は
お
問

　
　
　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
「
一
般
」
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

●
受
付
期
間　

１
月
６
日
㊌
〜
４
月
９
日
㊎

●
試
験
日　

４
月
17
日
㊏
〜
21
日
㊌

　

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

●
問
合
先

　

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部　

石
巻
地
域
事
務
所

（
☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
２
５
‐
８
３
‐
６
７
８
９
）

募

空
き
家
・
空
き
地
・
空
き
部
屋
の

情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
町
内
の
空
き

家
・
空
き
地
・
空
き
部
屋
の
情
報
を
「
空
き
家
バ
ン

ク
」
と
し
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
空
き
家
・
空
き
地
・
空
き
部
屋
な
ど
を
お

持
ち
の
方
で
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
情
報
提
供
を

希
望
す
る
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先　

　

 

企
画
調
整
課　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

　

 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

 　

in
fo
@
to
w
n
.m
a
tsu
sh
im
a
.

　

 m
iya
g
i.jp

i

▲メール用

松
島
町
職
工
組
合
青
年
部
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

12
月
12
日
、
松
島
町
職
工
組
合
青
年
部
の
皆
さ
ん

が
、
光
陽
台
児
童
公
園
と
高
城
浜
児
童
公
園
の
ブ
ラ

ン
コ
を
綺
麗
に
塗
装
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。
青
年
部
の
皆
さ
ん
は
毎
年
、
様
々
な

場
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

i

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
ま
つ
し
ま
12
月
号
お
知
ら
せ
の
16
ペ
ー
ジ
で

障
害
者
週
間
の
期
間
が
『
12
月
３
日
か
ら
９
日
』
の

と
こ
ろ
誤
っ
て
『
12
月
３
日
か
ら
９
月
』
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
民
福
祉
課
福
祉
班

i

▲ボランティア活動を行った職工組合青年部の皆さん
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《今月のおすすめ本》

消費生活コーナー

本の宝箱
勤労青少年ホーム（図書室）

☎３５４-４０３６

今年も気をつけよう！特殊詐欺！
　昨年も、宮城県内では特殊詐欺の被害が数多く発生しました。
特殊詐欺は、以下の１０種類に分類されています。

【問合せ】
● 松島町消費生活相談窓口（産業観光課産業振興班内）☎３５４-５７０７　　
 　相談日時　毎週㊋・㊎　午前９時～午後４時３０分
● 宮城県消費生活センター（宮城県庁１階）☎２６１-５１６１
 　相談日時　平日　午前９時～午後５時
　　　　　　 土日　午前９時～午後４時
● 消費者ホットライン　☎１８８※最寄りの消費生活相談窓口に繋がります。

≪話題の本≫

「首里の馬」

高山　羽根子　著

《一般書の新着本》

　未名子は沖縄の古びた歴史資料館で資料整理を行う傍ら、世界の遠く
隔たった場所にいる人たちにオンラインでクイズを出すという奇妙な仕
事をしている。ある台風の夜、幻といわれる宮古馬が庭先に迷い込む。
　＜この島のできる限りすべての情報を守りたい。いつか全世界の真実
と接続するように＞と願う未名子は馬と共に進み出す。
　第163回 芥川賞受賞作。

「 緋色の残響 」　　　　　　　　　　　　　　　　   長岡　弘樹　著
「 チーム・オベリベリ 」　　　　　　　　　　　　　乃南　アサ　著
「 いちねんかん 」　　　　　　　　　　　　　   　　　畠中　恵　著　　　
「 四畳半タイムマシンブルース 」　　　　　　　　森見　登美彦　著
「 家庭科３だった私がワードローブ100％手作り服になりました。」　津田　蘭子　著
「 子供4人共働き・賃貸60㎡でシンプル丁寧に暮らす 」　　 ベリー　著

《児童書の新着本》
「 ゆきのけっしょう 」　小杉　みのり　構成・文／武田　康男　写真　
「 レストランのおばけずかん ふらふらフラッペ  」　斉藤　洋　作／宮本えつよし　絵  
※ここで紹介している本は、新しく受け入れたものの一部です。

《図書室からのお知らせ》
■ 施設情報
● 開 館 時 間　平　　　　日　午前１０時～午後５時
　　　 　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後４時
● 今月の休館日　１２月２８日～１月４日（年末年始）、１２日、１８日、２５日

親族等になりすまし、トラブルに巻き
込まれたと嘘をつき現金をだまし取る
（脅し取る）手口です。
警察官等になりすまし、暗証番号を聞
き取りキャッシュカード等をだまし取
る（脅し取る）手口です。
メールやハガキ（封書）で「料金未払
い」を知らせ、金銭等をだまし取る
（脅し取る）手口です。
役場職員等になりすまし、税金や保険
料等の還付を案内し、ＡＴＭ等で犯人
の口座に送金させる手口です。
簡単に融資が受けられると信じ込ませ
て、申し込んだ人に保証金を請求し金
銭等をだまし取る（脅し取る）手口です。
購入すればもうかるという嘘の情報を
教えて、購入代金を支払わせ金銭等を
だまし取る（脅し取る）手口です。
ギャンブル等を案内し、申し込んだ人
から登録料や情報料として金銭等をだ
まし取る（脅し取る）手口です。
嘘の交際をあっせんし、申し込んだ人
から登録料や情報料として金銭等をだ
まし取る（脅し取る）手口です。
警察官等になりすまし、キャッシュカ
ードに不正されている等と嘘をつき、
隙を見てカードをすり替え盗む手口です。
上記１～９に当てはまらない特殊詐欺の手口です。

※宮城県内においては、預貯金詐欺やキャッシュカード詐欺
等の発生が多くなっており、６５歳以上の方の被害割合が高
くなっています。
　特殊詐欺は、誰もが被害者になる可能性があります。「私
は大丈夫だから」と過信せず、ひとりで判断せず迷った時は
周りの人や消費生活相談窓口に相談しましょう！

オレオレ詐欺

預貯金詐欺

架空料金請求詐欺

還付金詐欺

融資保証金詐欺

金融商品詐欺

ギャンブル詐欺

交際あっせん詐欺

キャッシュカード詐欺盗

その他の特殊詐欺

納期限にご注意
　２月1日㊊が納期限のものは次のとおりです。
● 町県民税　　　　　　　　４期
● 国民健康保険税　　　　１０期
● 後期高齢者医療保険料　　７期
● 下水道受益者負担金　　　４期
● 水道料金　　　　　　　１月分
町税などは便利で納め忘れのない口座
振替を推奨しております。
また、納付が困難な場合はお早めにご
相談ください。
● 問合先
　 町税について　　　　　　　　　
 　財務課税務班　☎３５４-５７０３
　 後期高齢者医療保険料について　
 　町民福祉課町民サービス班　☎３５４-５７０５
　 下水道受益者負担金及び水道料金について
 　水道事業所経営班　☎３５４-５７１１

歯科休日診療
☎356-2548
☎363-2306
☎356-7555
☎362-1516
☎362-4571
☎365-7721
☎362-0637
☎368-5588
☎356-1484
☎362-5253

宮城郡利府町中央3-2-2
塩釜市泉沢町17-15
宮城郡利府町青葉台3-1-85
塩釜市港町2-5-12
塩釜市南町5-10
塩釜市錦町7-6
塩釜市宮町4-9
多賀城市高橋2-19-20
宮城郡利府町青山3-40-3
塩釜市東玉川町2-31

吉田歯科医院
泉沢歯科医院
刀根歯科医院
川村歯科医院
郷家第三歯科医院
ササキ歯科クリニック
渋井歯科医院
誠寿歯科医院
そうま歯科医院
千葉歯科医院

㊐
㊍
㊎
㊏
㊐
㊐

㊊・祝
㊐
㊐
㊐

12月27日
12月31日

令和3年  1月  1日
1月  2日
1月  3日
1月10日
1月11日
1月17日
1月24日
1月31日

診療場所

午後6時30分～午後9時30分

● 問合先　松島病院　　　　　　　　　　　松島町高城字浜1-26　 ☎354-5811
    　　　　塩釜地区休日急患診療センタ－　塩釜市錦町7-10　　　 ☎366-0630

松島病院

塩釜地区
休日急患
診療センター

日曜・休日（国民の祝日）

日曜・休日（国民の祝日）

土曜日（休日に当たる日を除く）

内科・小児科

内　科

午前8時45分～午前11時30分
午後１時～午後4時30分

 小児科
（１５歳まで）

昼夜間

診療科目受付時間診　　療　　日

休日・急患診療（内科・小児科）のご案内

 

詐欺の種類 詐欺の内容
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相　談　事　業 日　　　時 場 所 ・ 主 催 問　　合　　先

町民福祉課福祉班　　　　　　☎354-5706

町民福祉課福祉班(人権相談)　☎354-5706

企画調整課(行政相談)　　　　☎354-5702

企画調整課　　　　　　　　　☎354-5702

産業観光課産業振興班(消費生活相談)　☎354-5707

宮城県総合教育センター
不登校相談ダイヤル　　　　　☎784-3567

もみの木教室　　　　　　　　☎354-2041
教育委員会学校教育班　　　　☎354-5713

教育委員会学校教育班　　　　☎354-5713

健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）
保健師・栄養士　  　　　　　☎355-0703

地域包括支援センター　　　　☎354-6525

児童館　　　　　　　　　　　☎354-6888
町民福祉課こども支援班　　　☎354-5798

3相談合同開催
（人権なんでも相談、

行政相談、消費生活相談）

不登校電話相談

法律相談（予約制）

生活保護相談
（予約制）

就学指導相談 役場２階

宮城県総合教育
センタ－

もみの木教室
（まつしま心のケアハウス・
手樽地域交流センター内）

健康電話相談

育児電話相談

高齢者に関する電話相談

保健福祉センタ－どんぐり

児童館
役場1階

1月5日㊋、2月2日㊋
午前10時～午後3時

平　日
午前9時～午後4時

平　日
午前9時～正午

（学校休業日を除く）

平　日
午前8時30分～午後5時

平　日
午前9時～午後5時

松島町社会福祉協議会
相談支援事業所　　　　☎090-1497-0552

障害者（児）一般相談
（委託事業） 松島町社会福祉協議会

平　日
午前9時～午後5時

役場会議室

無 料 相 談

1月7日㊍、1月21日㊍
午前10時～午後4時

1月8日㊎、2月12日㊎
午前10時～午後5時

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、内容が変更になる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

窓　　口　　名 問　合　先 受 付 時 間 備　　　　　　考

24時間
（土日・祝日も実施）

午前9時～午後5時
（月～金曜日）

午前9時～午後9時
（土日・祝日も実施）

宮城県相談窓口
（コールセンター）

みやぎ外国人相談センター

厚生労働省相談窓口

☎211-3883
☎211-2882

☎275-9990

☎0120-565653

聴覚に障害のある方をはじめ、電話での相談
が難しい方はメールかFAXをご利用ください。
メール：sodan-corona@pref.miyagi.lg.jp
FAX：211-3192

聴覚に障害のある方をはじめ、電話での相談
が難しい方はFAXをご利用ください。
FAX：03-3595-2756

新型コロナウイルス感染症関連の相談窓口

こころの相談
(予約制)

塩釜保健所疾病対策班　　　　☎363-5504

塩釜保健所母子・障害第二班　☎365-3153

ひきこもり・思春期
こころの相談(予約制)

1月6日㊌、1月20日㊌
午前9時～午前11時30分

1月19日㊋
午後1時30分～午後4時30分

1月13日㊌
午前10時50分～午後4時

1月20日㊌
午後1時～午後4時

1月12日㊋
午後1時30分～午後4時30分

ＨＩＶ・クラミジア抗体検査、
肝炎検査、梅毒抗体検査、
骨髄バンク登録受付(予約制)

女性の健康相談
宮城県女医会女性の健康相談室
　　　　　　　　　　　☎090-5840-1993

1月23日㊏
午後2時～午後4時

平日午前9時～午後4時
※要予約（詳細は要お問い合せ）

訪問歯科診療の相談窓口

オンライン健康相談

塩釜歯科医師会口腔保健センター
　　　　　　　　　　　　　　☎361-1870

平　日
午前9時～午後4時

塩釜歯科医師会
口腔保健センター

大河原町駅前
コミュニティーセンター

塩釜保健所

塩釜保健所

アルコ－ル・薬物相談
(予約制)

ことばの相談

グループホーム桜の家　　　　☎355-0396
健康長寿課高齢者支援班(保健福祉センターどんぐり)
　　　　　　　　　　　　　　☎355-0677

認知症地域支援推進員による
認知症相談　(予約制)

1月4日㊊、2月1日㊊
午前10時～正午 SaKuRa カフェ（高城字町53）

1月7日㊍
午後1時30分～午後5時

がんなんでも相談 宮城県対がん協会　　　　　　☎263-1560
平　日

午前9時～午後4時 宮城県がん総合支援センター

健康長寿課健康づくり班　　　　　☎355-0703
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文
化
財
で
見
る
松
島
の
歴
史

―
 

古
の
文
書
を
ひ
も
と
く 

12―

　

　
　

松
島
町
域
周
辺
に
お
け
る
赤
子
養
育
仕
法 

②

あ 

か   

ご    

よ 

う 

い 

く   

し   

ほ 

う

▲文政１２年２月の「高城松島村懐人調書上」

せ
い
ど
う
や
く

し
が
い
と
う
け
ん
ぶ
ん
し
ょ

し
は
ん

ち
ゃ
く
た
い
と
ど
け

か
い
た
い
と
ど
け

だ
た
い

か
い
に
ん
し
ら
べ
か
き
あ
げ

し
た
い
ひ
ろ
う
し
ょ

　

仙
台
藩
の
赤
子
養
育
仕
法
の
骨
子
と
な
る
方
針
の
一
つ
に
、
妊
娠
・
出
産
管
理
が
あ
り
ま
す
。
藩
で
は
、
誰
の
妻
の
何
度
目
の

懐
妊
か
、
何
月
臨
月
か
な
ど
を
調
査
し
（
「
懐
妊
調
書
上
」
）
、
四
季
ご
と
に
そ
の
調
査
結
果
を
赤
子
制
道
役
に
差
し
出
さ
せ
ま

し
た
。
ま
た
、
出
産
の
際
に
は
翌
日
ま
で
に
申
し
出
、
流
産
や
死
産
あ
る
い
は
生
後
21
日
ま
で
に
病
死
し
た
場
合
は
、「
死
胎
披
露
書
」

（
肝
入
・
赤
子
制
道
役
・
五
人
組
の
立
会
い
に
よ
る
死
骸
等
見
分
書
・
医
師
の
証
状
・
死
骸
改
め
書
）
を
提
出
す
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
妊
娠
・
出
産
管
理
の
松
島
町
域
周
辺
に
お
け
る
具
体
例
に
つ
い
て
、
特
に
「
懐
妊
調
書
上
」
93
点
を
分
析
す
る
と
、

各
村
で
は
毎
月
、
肝
入
・
組
頭
が
懐
妊
婦
の
調
査
を
行
い
、
赤
子
制
道
役
に
報
告
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

仙
台
藩
で
懐
妊
調
を
い
つ
出
す
べ
き
だ
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
支
藩
で
あ
る
一
関
藩
で
は
妊
娠
５
ヶ
月
で

着
帯
届
を
出
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
実
際
の
報
告
は
妊
娠
し
て
い
る
こ
と
が
隠
せ
な
く
な
っ
た
妊
娠
６
〜
７
ヶ

月
頃
に
多
く
な
さ
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
こ
う
し
た
届
け
出
の
遅
れ
は
、
懐
胎
届
・
着
帯
届
を
出
す
前
で
あ
れ
ば
密
か
に
堕
胎

を
試
み
る
こ
と
も
で
き
た
当
時
の
妊
娠
・
出
産
を
め
ぐ
る
状
況
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
松
島
町
域
周
辺
に
お
け
る
事
例
を
分
析
す
る
と
、
平
均
で
４
．８
６
ヶ
月
頃
（
妊
娠
５
ヶ
月
以
前
で
の
報
告
は
全
体
の

７
１
．３
％
）
、
な
か
に
は
妊
娠
２
〜
３
ヶ
月
頃
に
報
告
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
他
地
域
と
比
較
す
る
と
、
早
い
段
階
で

の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

な
お
、
大
松
沢
村
の
銀
蔵
妻
が
こ
う
し
た
懐
妊
月
・
臨
月
を
報
告
し
な
い
ま
ま
で
女
子
の
双
子
を
出
産
し
た
際
に
は
、
「
不
届
」

で
あ
る
と
し
て
親
類
・
五
人
組
が
大
肝
入
の
も
と
へ
呼
び
出
し
を
受
け
て
い
ま
す
。
「
懐
妊
調
」
は
間
引
き
・
堕
胎
を
防
ぐ
た
め

の
施
策
と
し
て
重
視
さ
れ
て
お
り
、
村
々
は
遅
滞
な
く
提
出
す
る
こ
と
を
厳
し
く
指
導
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

（
参
考
文
献
：
沢
山
美
果
子
『
出
産
と
身
体
の
近
世
』
（
頸
草
書
房
、
１
９
９
８
年
）
、
同
「
一
関
藩
の
「
育
子
仕
法
」
か
ら
み

た
武
士
層
の
妊
娠
、
出
産
」
（
『
文
化
共
生
学
研
究
』
第
９
号
、
２
０
１
０
年
）
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
学
芸
員
：
泉
田
）
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▲太鼓の練習に参加する
　佐藤とも江さん

＜ひらひら大根と鶏団子のあっさり煮＞

（一人あたり）
エネルギー：１５３kcal　　　食塩相当量：１.２g

一緒にヘルスメイトとして活動しませんか？
おいしく食べるコツや健康になるためのヒントを学んで、食生活改善推進員（ヘルスメイト）として一緒に町の食育を推進し
ましょう！
● 定例会実施日　毎月第４金曜日に開催（※変更あり）
● 会　　　　費　２,０００円（１年分）
● 申込・問合先　健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）　☎３５５-０７０３

　大根をピーラーでスライスすることで、味を早く染みこませることができ
る時短レシピです！今が旬の大根はでんぷんを分解する消化酵素を多く含ん
でおり、お正月に食べ過ぎてしまった方にぴったりです！

（作り方）
①皮をむいた大根は、ピーラーで皮をむく
　ようにリボン状にスライスする。長ねぎ
　はみじん切りにする。
②ボウルに鶏ひき肉と①の長ねぎ、Ａの調味料を入れ、粘りが出るまで練り混ぜて肉ダネ
　を作る。
③フライパンにＢを併せ、中火にかける。煮だったら②の肉種をスプーン２本で丸めて入
　れる。上下を返し、肉の色が変わって煮だったらアクを取る。
④①の大根を加え、中火で１０分ほど煮る。器に盛り、細ネギをのせて、できあがり。

※
祝
金
贈
呈
対
象
者
は
米
寿
は
町
内

在
住
５
年
以
上
、
白
寿
は
町
内
在
住

10
年
以
上
の
方
で
、
誕
生
月
の
初
日

に
松
島
町
住
民
と
し
て
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
と
な
り
ま

す
。

12
月
敬
老
祝
金
贈
呈
者

米
寿
お
め
で
と
う

◆ 

小
川　
　

ト
ワ
子
（
高
城
）

◆ 

蜂
谷　
　

榮
子　

（
松
島
） 

◆ 

露
野　
　

艶
子　

（
高
城
）

◆ 

千
坂　
　

政
喜　

（
磯
崎
）

◆ 

小
堤　
　

信
子　

（
本
郷
）

◆ 

千
葉　
　

盛
雄　

（
手
樽
）

◆ 

大
宮
司　

す
ゑ
子
（
磯
崎
）

白
寿
お
め
で
と
う

◆ 

東
海
林　

良
子　

（
高
城
）

元
気
の
秘
訣
お
伝
え
し
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　

〜
佐
藤
と
も
江
さ
ん
〜

 　
今
回
は
松
島
地
区
の
佐
藤
と
も
江
さ
ん
に
健
康
の
秘
訣
を
伺
い
ま
し
た
。

　

今
年
84
歳
の
佐
藤
さ
ん
は
、
松
島
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
と
し
て
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
や
茶
話
会
を
企
画
し
、
ク
ラ
ブ
の
中
心
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
創
立
当
初
か
ら
参
加
さ
れ
て
い
る
五
大
堂
太
鼓
で
も
活
躍
し
て
お
り
、

昨
年
開
催
さ
れ
た
25
周
年
記
念
演
奏
会
で
は
迫
力
の
あ
る
演
奏
で
会
場
を
沸
か

せ
て
い
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
に
元
気
の
秘
訣
を
伺
う
と
、
「
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
勉
強

し
た
こ
と
を
活
か
し
て
、
毎
日
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
１
週
間
に
１
回
、
近
所
の
居
酒
屋
で
ビ
ー
ル
を
一
杯
飲
む
こ
と
が
楽

し
み
で
す
」
と
、
笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
参
加
す
る
こ

と
と
、
小
さ
な
楽
し
み
を
作
る
こ
と

が
、
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
佐
藤
さ
ん

の
元
気
の
秘
訣
な
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　

次
回
の
健
康
リ
レ
ー
は
本
郷
地
区

に
お
住
ま
い
の
鈴
木
ゆ
か
り
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
す
。

材料（４人分）
大根・・・・・・1/3本（400g）

鶏ひき肉・・・・・・・・200g

長ねぎ・・・・・・・・・1/2本

　　しょうが（おろし）・小さじ1

　　酒・・・・・・・・大さじ2

　　かたくり粉・・・大さじ1/2

　　塩・・・・・・・・・・少々

　　だし・・・・・・・２カップ

　　みりん・・・・・・大さじ2

　　しょうゆ・・・・・小さじ1

　　塩・・・・・・・小さじ1/2

小ねぎ・・・・・・・・・・適量

B

A



松島の子育て 検索

開　館　時　間　　
月～土曜日　午前９時開館
小学生：午後４時３０分まで （１１月～３月)
中学生：午後６時まで　高校生：午後７時まで
新型コロナウイルス感染予防のため、開館時間
短縮しています。詳しくは児童館までお問い合
せください。

休　　館　　日　　
日曜・祝日・年末年始（１２月２８日㊊～１月４日㊊）　

松島町児童館
じ　　　どう　　  かん

松島町子ども
支援班
Facebook

https://www.facebook.com/
MatsuKodomo/

松島町
子育て
支援サイト

https://matsushima-kosodate.com/

イ　ベ　ン　ト 対　　　　象 日 　 程 時　　間 内　　　容

✿希望園に行ってみよう会

どんぐり保健室
※予約不要

✿赤ちゃんほっとサロン
※予約不要

午前１０時
～午前１１時３０分

午前１０時
～午前１１時３０分

午前１０時
～午前１１時３０分

１月２２日㊎

１月２５日㊊

１月２６日㊋

●松島町児童館　　☎３５４-６８８８　FAX３５５-１０２２
■各イベント開催のご案内

希望者は予約が
必要です

０歳～１８歳までの
お子さんとその保護者

乳児(０歳児)親子

✿マークは、乳幼児親子向けのイベントです。

教　　室　　名 日 　 程 時　　間 内　　　　　　　　容

✿リズムあそびの会

✿読み聞かせの会

✿なかよし教室

午前１０時３０分
　　　～午前１１時

午前１０時３０分
　　　～午前１１時

午前１０時３０分
～午前１１時３０分

ピアノの先生と一緒にリトミックを楽しみます。日々の育児のヒントに
もなりますよ♪

読み聞かせボランティア「おはなしころころ」さんによる絵本や紙芝居、
パネルシアターなど児童文化を楽しみます。

保育士の先生やお友達と一緒にクラス活動を経験します。２～３歳児の
教室です。

１月１３日㊌

１月１８日㊊

１月２７日㊌

■親子教室等の日程(下記の教室は登録した親子が対象です) ✿マークは、乳幼児親子向けのイベントです。

「希望園」は、親子が一緒に療育を受けな
がら、お子さまにとって必要な生活習慣の
確立と成長に関する支援を行っている場所
です。

松島町の保健師、栄養士とお子さまの成長
や予防接種、ことば、離乳食についてお話
ししませんか？気軽に遊びに来て下さい♪

初めての育児や、赤ちゃんとの生活で戸惑
うこともあるかと思います。助産師・保健
師と一緒に、赤ちゃんのこと、母乳のこと
などお話ししてみませんか？ 赤ちゃんを囲
みながらほっと一息つける時間を過ごしま
しょう。

松島町の保健師・栄養士主催“どんぐり保健室”
　育児に奮闘中のママたちが集まり、子どもの日々の成長や、悩
み等を語り合う場になっています。時に、保健師さんや栄養士さ
んからもアドバイスをもらえる場なので、ママたちの心のリフレッ
シュにもなる大切な機会になっているようです。毎月開催してい
ます。ぜひ、ご参加ください！

　松島町児童館では「リサイクル広場」を３月に開催します。開催にあたり、
着れなくなった子ども服や絵本、おもちゃなどを集めております。
　集まった洋服などを安価で販売し、収益は児童館のおもちゃや絵本購入に
あて、子ども達がより楽しく児童館で遊べるようにしていきたいと考えてい
ます。ご協力お願いします。
【集めているもの】
・新生児～160ｃｍの子ども服
・絵本、おもちゃ
※汚れがある物や、壊れている物は、引取りできません。
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こども服を集めています！あけましておめでとうございます
　昨年は児童館のイベント等ができなく本当
に残念でなりませんでした。
　今年は、皆さんと楽しく活動ができるよう、
職員一同頑張りますのでよろしくお願いしま
す。
　　　　　　　　　　　松島町児童館　館長

内　　　　　容 日　付 時 　 間 場　　所 備　　　　　　　考

※左記の日程以外での交付も可能なのでご連絡ください。
※マイナンバーが確認できる書類と、運転免許証などの身元
確認書類をお持ちください。

健康や栄養、歯科口腔に関することなど保健師、管理栄養士、
歯科衛生士が幅広く相談に応じます。

母子健康手帳の交付

健康相談
～赤ちゃんから成人の方どなたでも～

保健福祉センター
どんぐり

午前９時３０分
　　  ～午前１１時

午前１０時
                 ～正午

１月１２日㊋
２５日㊊

１月１２日㊋
   

■その他のご案内

●健康長寿課健康づくり班(保健福祉センターどんぐり)　☎３５５-０７０３

内　　　　　容 日　付 受付時間受付時間 場　　所 対　　　　　　　象

３～４歳か月児健診
午後１時
　～午後１時１５分

保健福祉センター
どんぐり１月　８日㊎

■乳幼児健診のご案内

令和２年８月７日～１０月８日生
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▲読み聞かせの会
紙芝居や手遊びを親子で楽しみました

▼保育所の子ども達から“勤労感
謝の日のプレゼント”に、2021年
のカレンダーを頂きました♡
折り紙に、ニコニコ笑顔の似顔絵
入り。ありがとうございました！

▲児童館の保育士が育児サークル「どんぐりクラブ」さんの
芋煮会におじゃましました。
芋煮調理中に、子ども達と体操やゲームを楽しみました。

▲なかよし教室「いちご組」
スポンジとクレヨンを使って“こすり絵”に挑戦！
おいしそうなリンゴができました。

　１２月４日の３歳６か月児健診で、むし歯のなかったお子さんを紹介します。

受診した９名全員が「ピカピカ賞」でした。
これからも良い食習慣と歯みがきを続けて、きれいな歯を維持しましょう！

今月のピカピカ賞

  ただき     　 りのあ

やまもと        ちはる

よこやま       そういち

只木　莉愛　ちゃん （幡谷）

山本　千陽　くん 　（磯崎）

横山　颯一　くん　 （幡谷）

たかはし        だんて

 あかま            みおか

  しらと　　　りひと

  

髙橋　檀天　くん　   （本郷）

赤間　美穂夏　ちゃん（高城）

白戸　理人　くん　   （本郷）

赤坂　実穂乃　ちゃん （本郷）

石上　日奈太　くん　 （高城）

土井　琴音　ちゃん　 （高城）

 あかさか          みほの 

 いしがみ          ひなた

  どい            ことね

   



1 27 3 10 17 24 31

28 4 11 18 25 1

29 5 12 19 26 2

30 6 13 20 27 3

31 7 14 21 28 4

1 8 15 22 29 5

2 9 16 23 30 6
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月
火
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土

発
行
と
編
集
　
宮
城
県
松
島
町
企
画
調
整
課

〒
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８
１
-０
２
１
５
　
宮
城
県
宮
城
郡
松
島
町
高
城
字
帰
命
院
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一
１
９
番
地
の
１
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 ０
２
２
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５
４
-５
７
０
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
 ０
２
２
-３
５
４
-３
１
４
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
 h
tt
ps
:/
/w
w
w
.t
ow
n.
m
iy
ag
i-
m
at
su
sh
im
a.
lg
.jp
/

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
 in
fo
@
to
w
n.
m
at
su
sh
im
a.
m
iy
ag
i.j
p

　
 子
育
て
　
　
　
 健
康
　
　
　
 福
祉
・
介
護
　
　
　
 観
光
　
　
　
　
 ス
ポ
ー
ツ
　
　
　
 文
化
・
学
び

　
 イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
　
 〇
 囲
み
の
数
字
は
本
誌
の
該
当
ペ
ー
ジ
で
す
。

1
月
号
　
N
o．
5
5
3
　
令
和
3
年
1
月
１
日
発
行

　
i

生
活
保
護
相
談
㉑

生
活
保
護
相
談
㉑

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
㉕

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
㉕

ど
ん
ぐ
り
保
健
室
㉖

読
み
聞
か
せ
の
会
㉖

な
か
よ
し
教
室
㉖

赤
ち
ゃ
ん
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
㉖

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
相
談
㉑

女
性
の
健
康
相
談
㉑

ひき
こも

り・
思春

期こ
ころ

の相
談 ㉑

ひき
こも

り・
思春

期こ
ころ

の相
談 ㉑

こ
と
ば
の
相
談
㉑

法
律
相
談
㉑

i
人
権
な
ん
で
も
相
談
、
行
政
相
談
、

消
費
生
活
相
談
㉑

i

松
島
町
消
防
団
出
初
式
⑰

i
第
72
回
松
島
町
成
人
式
⑰

i

納
期
限
㉒

i

松
島
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
Q
R
コ
ー
ド
に
つ
い
て

　
松
島
町
で
は
H
P
、
In
st
ag
ra
m
、
Fa
ce
bo
ok
、
Tw
itt
er
で
最
新
の
情
報
を
発
信
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
防
災
・
防
犯
情
報
を
「
安
心
・
安
全
メ
ー
ル
」
で
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

H
P
用

Q
R
コ
ー
ド

In
st
ag
ra
m
用

Q
R
コ
ー
ド

Fa
ce
bo
ok
用

Q
R
コ
ー
ド

Tw
itt
er
用

Q
R
コ
ー
ド

安
心
・
安
全
メ
ー
ル
用

QR
コ
ー
ド

希
望
園
に
行
っ
て
み
よ
う
会
㉖

３
～
４
歳
か
月
児
健
診
㉕

リ
ズ
ム
あ
そ
び
の
会
㉖

小
中
学
校
3
学
期
始
業
式

証
明
書
発
行
・
公
金
収
納

窓
口
夜
７
時
ま
で

証
明
書
発
行
・
公
金
収
納

窓
口
夜
７
時
ま
で

成
人
の
日

証
明
書
発
行
・
公
金
収
納

窓
口
夜
７
時
ま
で

証
明
書
発
行
・
公
金
収
納

窓
口
夜
７
時
ま
で

証
明
書
発
行
・
公
金
収
納

窓
口
夜
７
時
ま
で

こ
こ
ろ
の
相
談
㉑

健
康
相
談
㉕

認
知
症
相
談
㉑

認
知
症
相
談
㉑

仕
事
始
め

ＨＩ
Ｖ・
クラ

ミジ
ア抗

体検
査、

肺炎
検査
、

梅毒
抗体
検査
、骨
髄バ
ンク
登録
受付
㉑

ＨＩ
Ｖ・
クラ

ミジ
ア抗

体検
査、

肺炎
検査
、

梅毒
抗体
検査
、骨
髄バ
ンク
登録
受付
㉑

　
掲
載
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
中
止
ま
た
は
延
期
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
お
出
か
け
前
に
各
記
事
に
記
載
さ
れ
て
い
る
番
号
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

元
旦

年
末
年
始
の
各
種
情
報
は
P
7
と
P
8
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

松島
湾三
町文
化財
展（
～
R3
/2/
14
）
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